
明
治
維
新
期
に
お
け
る
宿

駅
制
度
の
諸
問
題

(
こ

1

甲
州
道
中
甲
府
柳
町
駅
大
助
郷

一
件
を
中
心
に

増

田

廣

實

は

じ

め

に

幕
末

・
明
治
維
新

の
社
会
的

・
政
治
的
変
革
は
、
交
通
運
輸
量
の
増
大
を
も

た
ら
し
た
。
特
に
陸
上
で
の
そ
れ
は
、
政
治
情
勢

の
緊
迫
化
を
反
映
し
て
、
五

街
道
を
は
じ
め
と
す
る
公
用
継
立

の
激
増
と
な

っ
た
。
中
で
も
、
文
久
元
年

(
一
八
六

一
)
中
山
道
で
の
和
宮
降
嫁
、
慶
応
元
年

(
一
八
六
五
)
東
海
道
で

の
第
二
次
征
長
の
た
め
の
将
軍
家
茂

の
進
発
、
さ
ら
に
慶
応
四
年

一
月

の
鳥
羽

・
伏
見
の
戦
に
端
を
発
し
た
東
征
と
そ
れ
に
続
く
東
北
征
討
に
い
た
る
戊
辰
戦

争
、
明
治
元
年
と
翌
二
年
の
再
度
の
明
治
天
皇

の
東
幸
等
は
、
規
模
の
大
き
な

も
の
で
あ
り
、
与
え
た
社
会
的

・
政
治
的
影
響
が
極
め
て
深
刻
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
の
公
用
継
立
を
支
え
た
も

の
は
、
周
知
の
よ
う
に
江
戸
時
代
初
期
に
、

幕
府
権
力
を
安
定
維
持
す
る
た
め
に
整
備
確
立
し
た
公
的
機
関
と
し
て
の
宿
駅

制
度
で
あ

っ
た
。
こ
の
宿
駅
制
度
は
、幕
府
崩
壊
後
も
新
政
府
に
受
け
継
が
れ
、

当
面
す
る
戊
辰
戦
争
遂
行
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
宿
駅

制
度
を
支
え
る
宿

・
助
郷
は
、
幕
末

に
は
積
年
の
過
重
な
負
担
に
よ
り
疲
弊
し

て
い
た
が
、
維
新
期
の
交
通
運
輸
量
の
激
増
が
加
わ
り
、
一
層
疲
弊
し
て
い
っ
た
。

こ
の
た
め
、
宿

・
助
郷
間
は
も
と
よ

り
、
助
郷
内
部
で
も
、
相
互
の
利
害
関
係

が
複
雑
に
絡
み
あ

い
、

対
立
抗
争
が
起
り
、

人
馬
継
立
を
不
能
に
陥
ら
せ
、

宿
駅
制
度
の
根
底
を
揺
り
動
こ
か
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
事
態
を
解
消
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
先

に
あ
げ
た
よ
う
な
大
通
行
の
際
は
、

何
は
と
も
あ
れ
、
当
面
す
る
継
立
を
間
に

合
わ
せ
よ
う
と
、
幕
府
も
新
政
府
も

様
々
な
塗
糊
的
な
対
策
を
た
て
た
。
例
え

ば

「当
分
助
郷
」
を
遠
隔
の
村
々
に
命
じ
る
等

の
措
置
が
そ
れ
で
あ

っ
た
が
、

そ
の
役
負
担
を
め
ぐ

っ
て
新
し
い
紛
争
の
種
が
ま
か
れ
、
宿

・
助
郷
間
の
対
立

抗
争
を

一
層
複
雑
に
し
、
か
え

っ
て
宿
駅
制
度
の
崩
壊
を
深
め
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
幕
末
よ
り
明
治
初
年
に
か
け
て
宿
駅
制
度
は
行
き
づ
ま

り
、
明
治
五
年

つ
い
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
明
治
初
年
か
ら
五
年

ま
で
の
経
過
の
概
略
は
次
の
よ
う
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
明
治
新
政
府
は
、
戊

辰
戦
争
遂
行
の
た
め
、
旧
来
の
宿
駅
制
度
を
継
承
し
、
当
面
そ
れ
を
維
持
し
て

い
く
が
、
次
第
に
助
郷
の
範
囲
を
広
げ
、
そ
の
強
化
に
努
め
る
。
そ
し
て
、
江

鋤

戸
開
城
に
よ
り
関
東
以
西
が
支
配
下
に
入
る
と
、
慶
応
四
年
閏
四
月
新
官
制
確

q

立
の

一
環
と
し
て
会
計
官
中
に
駅
逓
司
を
設
置
し
、
そ
の
手
を
も

っ
て
宿

・
助

郷
組
替
え
を
軸
と
し
て
、
宿
駅
制
度
の
改
革
を
図

っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
改
革

は
失
敗
し
、
宿
駅
制
度
を

一
段
と
混
乱
さ
せ
る
結
果
と
な
り
、
三
年
三
月
再
び

定
立
人
足

・
定
助
郷
制
度
を
復
活
し
、
宿
駅
制
度
の
維
持
に
努
め
た
。
こ
う
し

た
宿
駅
制
度
上
の
試
行
錯
誤
は
、
そ
の
後
約

二
か
年
間
続
い
た
が
、
そ
の
間
に

三
年
五
月
、
民
部

・
大
蔵
両
省
の
合
議
に
よ

っ
て
宿
駅
で
の
人
馬
継
立
を

「相

対
継
立
会
社
」
に
行
わ
せ
る
方
針
が
決
定
さ
れ
る
。
以
後

こ
の
方
針
に
従

い
、

や
が

て

「各
駅
陸
運
会
社
」
が
、
東
海
道
を
手
始
め
に
各
地
に
作
ら
れ
て
継
立

業
務
を
開
始
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
東
海
道
で
は
五
年

一
月
十
日
、
他
の
街
道
で

は
同
年
八
月
三
十
日
を
限
り
に
、
宿
駅
制
度
は
廃
止
に
い
た

っ
た
。

以
上
の
経
過
に
よ

っ
て
わ
か
る
よ
う
に
、
宿
駅
制
度
は
、
明
治
初
年
か
ら
五

年
の
廃
止
ま
で
の
間
は
、
部
分
的
改
革
が
行
わ
れ
は
し
て
も
、
基
本
的
に
は
旧

幕
時
代
以
来
の
も
の
が
継
承
さ
れ
て
い
た
時
期
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た

が

っ
て
、
こ
の
時
期
で
の
宿
駅
制
度
の
諸
問
題
は
、
す
で
に
旧
幕
時
代
に
端
を
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発
し
た
も
の
が
、
積
年
に
わ
た
り
集
積
さ
れ
、
維
新
期
の
社
会
的
政
治
的
混
乱

の
中
で

一
層
深
刻
化
し
て
き
た
も
の
で
あ

っ
て
、
新
政
府
に
よ
る
改
革
が
さ
ら

に
そ
れ
を
複
雑
化
し
、
混
乱
さ
せ
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
㌍
)

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
山
本
弘
文
教
授
等
先
学
の
業
績
を
手
が
か
り
に
、

宿
駅
制
度
の
終
末
期
で
あ
る
こ
の
時

期
に
焦
点
を
あ
て
、
宿
駅
制
度
の
中
で
ど

の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
た
の
か
、
具

体
的
に
考
察
し
た

い
。

そ
の
た
め
に
ま
ず
、
こ
の
時
期
を
後

に
述
べ
る
よ
う
に
宿
駅
制
度
上
三
期
に

整
理
し
、
各
期
の
特
質
を
あ
げ
、
宿

駅
制
度
の
改
廃
の
経
過
を
概
略
し
、
そ
の

上
で
三
期
を
特
徴
付
け
る
具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、

第

一
期
で
は
、
戊
辰
戦
争

に
よ
る
軍

事
輸
送
の
増
大
を
背
景
に
起
る
宿

.
助
郷

間
の
紛
争
問
題
。
第
二
期
で
は
、
宿

・
助
郷
の
組
替
え
を
め
ぐ

っ
て
起
る
宿

.

旧
助
郷
と
新
助
郷
と
の
紛
争
問
題
。
第
三
期
で
は
、
定
立
人
足

・
定
助
郷
復
活

の
中
で
、
い
ち
早
く
宿
駅
制
度
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
く
馬
継
立
を
め
ぐ
る
問
題

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
稿
を
あ
ら
た
め
て
考
察
し
た

い
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
、
右

の
三
期
の
う
ち
、
第

一
期
を
中
心
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す

る
。

註

(1
)
山
本
弘
文

「維
新
期
の
街
道
と
輸
送
」
(
一
九
七
二
・
二

法
政
大
学
出
版
局
)。

「戊
辰
期
お
け
る
軍
事
輸
送
」

(
一
九
七
九

・
一
二

吉
川
弘
文
館

「日
本
近
世

交
通
史
研
究
」
所
収
)。

松
好

・
安
藤
編

「日
本
輸
送
史
」
(
一
九
七

一
.
日
本
評

論
社
)。

豊
田

・児
玉
編

「交
通
史
」
(
一
九
七
〇
・
一
二
山
川
出
版
社

「体
系
日

本
史
叢
書
」
24
)

武
知
京
三

「明
治
前
期
輸
送
史
の
基
礎
的
研
究
」
(
一
九
七
八

・
四

雄
山
閣
)。

新
政
府
に
よ
る
宿
駅
制
度
の
改
廃

新
政
府
に
よ
る
宿
駅
制
度
の
改
廃

に

つ
い
て
は
、
山
本
弘
文
教
授

の
著
書
に

　
ユ
　

詳
細
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
論

文
を
も
と
に
、
慶
応
三
年

+
月
の
大
政
奉

還
以
後
、
明
治
五
年
の
宿
駅
制
度
廃

止
に
い
た
る
期
間
を
段
階
的
に
整
理
し
て

み
る
と
、
次
の
三
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

1

慶
応
三
年
十
月
の
大
政
奉
還
よ
り
、
翌
四
年
閏
四
月
の
駅
逓
司
設
置
を

経
て
、
同
年
五
月
の
宿

・
助
郷
の
組
替
え
ま
で
の
期
間
。

2

慶
応
四
年
五
月
の
宿

・
助
郷

の
組
替
え
よ
り
、
明
治
三
年
三
月
定
立
人

足

・
定
助
郷
復
活
ま
で
の
期
間
。

3

明
治
三
年
三
月
の
定
立
人
足

・
定
助
郷
復
活
よ
り
、
同
五
年
八
月
の
宿

駅
制
度
廃
止
ま
で
の
期
間
。

こ
れ
ら
三
期
を
特
色
づ
け
て
い
る
点
は
、
第

一
期
は
従
来
か
ら
の
宿
駅
制
度

を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
期
は
助
郷
の
拡
大
と
宿

の
機
能
を
強
化

晦
図

っ
た
こ
と
で
あ
り
、
第
三
期
は
、
助
郷
を
縮
少
し
、
宿
駅
制
度
廃
止
の
準

備
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
特
色
を
持

つ
と
考
え
ら
れ
る
各
期

に
つ
い
て
、
少
し
く
詳
細
に
み
る
こ
と
と
す
る
。

第

一
期
は
、
大
政
奉
還
に
よ

っ
て
は
じ
ま

っ
た
。
大
政
奉
還
に
よ

っ
て
形
式

的
に
は
政
権
は
幕
府
か
ら
朝
廷
に
移

っ
た
が
、
当
面
実
務
は
従
来
通
り
に
幕
府

に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
大
政
奉
還
後
間
も
な

い

慶
応
三
年
十
月
二
十
日
、
徳
川
慶
喜
か
ら
朝
廷
に
提
出
さ
れ
た
政
務
に
関
す
る

八
か
条
の
伺
書
と
そ
れ

へ
の
朝
廷
の
指
示
と
で
あ

っ
た
。
伺
書
に
対
し
て
朝
廷

は
、
同
年
二
十
二
日
上
京
し
た
諸
候
に
諮
問
し
た
結
果
、
規
則
の
で
き
る
ま
で

は
、
「是
迄
之
通
可
二
心
得
一
事
」
と
指
示
し
施
政
も
幕
府

に
委
任
す
る
こ
と
に
決

し
た
。
こ
の
徳
川
慶
喜
か
ら
の
.政
務
八
ヵ
条
L
中
に
は
、
五
街
道

・
脇
往
還
宿

駅
人
馬
に
つ
い
て
も
含
ま
れ
て
い
た
か
ら
、
宿
駅
制
度
に
つ
い
て
も
他
の
諸
政

務
と
同
様
に
、
従
来
の
方
針
が
踏
襲
さ
れ
従
来
通
り
幕
府
が
そ
れ
を
管
理
す
る

こ
と
が
指
示
さ
れ
た
こ
と
と
な

っ
た
。

施
政
委
任
は
、
翌
慶
応
四
年

一
月
と
は
じ
ま
る
戊
辰
戦
争
の
た
め
終
り
を

つ

げ
、
新
政
府
の
恣
意
的
な
施
政
が
開
始
さ
れ
る
。
し
か
し
、
戊
辰
戦
争
が
開
始

さ
れ
て
い
た
か
ら
、
新
政
府

に
よ
る
施
政
は
戦
争
遂
行
の
た
め
の
、
軍
事
的
必

要
が
優
先
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
点
、
交
通
運
輸
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ

っ
て
、
旧
来
の
宿
駅
制
度
を
活
用
し
、
軍
事
輸
送
を

一
層
効
果
的
に
は
た
そ
う

と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
期
の
軍
事
輸
送
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
山
本
弘
文
教
授

に
よ

っ
て
明
ら

　
ヨ

　

か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
戊
辰
戦
争

に
参
加
し
た
各
藩
は
、
必

要
な
軍
業
輸
送
の
大
部
分
を
宿

・
助
郷
に
賦
課
し
、
そ
の
輸
送
需
要
を
満
し
た
。

こ
の
た
め
、
幕
末
以
来
、
政
治
情
勢

の
緊
迫
に
よ
る
公
用
継
立

の
激
増
が
、
宿

・
助
郷
を
疲
弊
さ
せ
、
多
く
の
紛
争
を
生
ん
で
い
た
の
に
加
え
、

一
層
事
態
を

(19丿
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深
刻
化
さ
せ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
か
か
る
状
勢

の
中
で
、
新
政
府
は
戊

辰
戦

争
遂
行
の
た
め
に
宿

・
助
郷
の
協
力
を
得
な
く
て
は
な
ら
な
か

っ
た
か
ら
、
疲

弊
す
る
宿

・
助
郷
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
し
、
そ
の
宥
和
に
つ
と
め
た
。

慶
応
四
年
二
月
九
日
に
は
、
太
政
官
布
告
第
八
十
六
号
を
も

っ
て
宮

.
堂
上

(
4

)

の
家
来
と
称
し
、
無
賃
継
立
を
強
要

す
る
者
に
強
い
警
告
を
出
し
て
い
る
。
ま

た
同
年
四
月
四
日
太
政
官
布
告
第
二
百
二
十
四
号
を
も

っ
て
宮

・
堂
上
方

・
諸

候

・
小
吏

・
陪
臣
等
が
街
道
通
行
に
あ
た
り

「
是
迄
幕
吏
等
之
如
キ
悪
業
」
や

ハ
　

ね

不
法
の
振
舞
を
し
な

い
よ
う
に
厳
し
く
達
し
て
い
る
。
他
方
、
宿

・
助
郷
の
負

担
軽
減
の
た
め
、
同
年
三
月
四
日
布
告
第
百
三
十
九
号
を
も

っ
て
、
従
来
助
郷

　
　

　

を
免
じ
ら
れ
て
い
た
宮

・
堂
上
家
領
村

々
に
も
、
親
征
中
の
助
郷
を
命
じ
た
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
同
月
二
十
九
日
弁
事
よ
り
布
告
第
二
百
号
を
も

っ
て
、
第
百

三
十
九
号
で
の
親
征
中
と
し
た
期
限
を
廃
し
、

「海
内

一
同
」
公
平

の
負
担
を

　
　
　

理
由
に
助
郷
を
命
じ
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
、
助
郷
を
拡
大
し
て
宿
駅
の

機
能
強
化
に
つ
と
め
た
。

こ
の
よ
う

に
、
第

一
期
で
は
従
来

の
宿
駅
制
度
を
踏
襲
し
た
上
で
、
戊
辰
戦

争
遂
行
に
必
要
な
軍
業
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
、
助
郷
を
拡
大
し
、
宿
駅
制
度

の
積
極
的
維
持
を
は
か

っ
た

の
で
あ

っ
た
。

第
二
期
は
、
慶
応
四
年
四
月
十

一
日
江
戸
開
城
以
後
、戊
辰
戦
争
の
中
心
が
関

東
か
ら
東
北
に
移

っ
た
こ
と
に
対
応
し
て
、
翌
閏
四
月
二
十

一
日
太
政
官
制
改

正
を
行
い
、
こ
れ
に
と
も
な
う
駅
逓
司
設
置
に
よ

っ
て
始
ま

っ
た
。

駅
逓
司
は
、
宿
駅
制
度
維
持
の
方
針
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、

「海
内

一
同

助
郷
」
か
ら

「宿

・
助
郷
組
替
」

へ
と
、
宿

・
助
郷
を

一
体
化
し
て

一
層
機
能

強
化
を
は
か
る
政
策
が
打
出
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
そ
れ
と
平
行
し
て
、
人
馬

定
賃
銭
の
改
定

・
人
馬
遣
高
の
制
限
等
宿

・
助
郷
の
保
護
政
策
も
次
々
に
展
開

さ
れ
て

い
く
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ら
布
告

・
通
達
の
中

で
、
最
初
に
出
さ
れ
た

も
の
で
、
こ
の
時
期
中
最
も
重
要
な
も
の
は
、
同
年
五
月
八
日
駅
逓
司
布
告
第

三
百
七
十
八
号
で
あ

っ
た
。

こ
の
布
告
は
、
近
年
物
価
騰
貴
と
往
来
繁
多
の
た
め
宿

・
助
郷
共
次
第
に
困

窮
し
、
離
散
の
体
で
あ
る
か
ら
放
置

で
き
な

い
と
い
う
趣
旨
か
ら
発
せ
ら
れ
た

も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
要
点
の
第

一
は
、
宿

・
助
郷
の
負
担
平
等
を
は
か
る
た

め
、
各
駅
に
東
海
道
七
万
石
、
中
山
道
三
万
五
千
石
、
そ
の
他

一
万
石
の
石
高

を
も

っ
て
助
郷
を
割
り
付
け
、
高
の
四
分
勤

で

一
か
年
間
、

一
円
助
郷
を
命
じ

る
。
第
二
は
、
長
年
に
わ
た
る
宿

・
助
郷
の
利
害
対
立
に
よ
る
出
費
を
節
約
し
、

円
滑
な
運
営
を
は
か
る
た
め
、
宿

・
助
郷
を

一
体
と
し
、
人
馬
は
人
別
に
応
じ

足
し
銭
は
石
高
に
応
じ
て
出
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。
第
三
は
、
無
賃
人
馬

・
木

銭
米
代
の
休
泊
が
禁
止
さ
れ
、
人
馬
遣
高
制
限
も
行
わ
れ
た
の
で
、
宿
駅
側
も

雇
賃
銭

・
宿
料
等
も
時
相
場
に
応
じ
て
減
額
し
、
賃
銭
の
過
分
の
取
方
、
見
掛

取
等
は
禁
ず
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
三
点
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
布
告
の
骨
子
は
、

「
一
円
助
郷
」

と

「宿

・
助
郷

一
体
」

に
よ
り
、
助
郷
間
の
定
助
郷

・
大
助
郷
等
の
区
別
を
除

い
て
平
等
に
負
担
す
る
こ
と
と
し
て
、
負
担
能
力
を
大
幅
に
拡
大
す
る
と
同
時

に
、
宿

・
助
郷
に
共
同
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
宿
駅
の
円
滑
な
運
営

を
は
か
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
見
返
り
と
し
て
、
人
馬

　
　
　

遣
高
制
限
等
の
保
護
が

一
段
と
加
え
ら
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
期
の
中
心
で
あ
る
こ
の
布
告
は
、
そ
の
本
意
が
宿

.
助
郷

の
負
担
の
増

0ー

加
と
拡
張
で
あ
る
た
め
、
容
易
に
実
効
を
上
げ

る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
こ

ω

の
た
め
、
第
二
期
を
通
し
て
、
政
府
は

一
方
で
は
宿

・
助
郷
の
組
替
え
を
手
直

し
し
て

「不
勤
ノ
村
方
」
を
督
励
し
、
不
勤
を
め
ぐ
る
宿

・
助
郷
間
の
紛
争
解

決
を
は
か
り
、
他
方
で
は
宿

・
助
郷
保
護

の
た
め
定
賃
銭

・
人
馬
遣
高
の
改
訂

の
布
告
を
次
々
と
発
し
な
く
て
は
な
ら
な
か

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
、
駅
逓
司
に
よ
る
こ
の
期
の

「鞭
と
飴
」
と
も

い
う
べ
き
政
策

は
、
結
局
失
敗
に
終
る
。
そ
し
て
、
宿

・
旧
助
郷
と
新
助
郷
間
の
宿
駅
経
費
分

担
を
め
ぐ
る
大
規
模
な
係
争

の
み
が
、
明
治
政
府
の
行
政

・
司
法
上
に
大
き
な

後
遣
症
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

第

三
期
は
、

明
治
三
年
三
月
九

日
太
政
官
布
告
第
百
八
十
五
号
を
も

っ

　り

　

て
駅
逓
法
改
正
を
布
告
し
た
の
に
は
じ
ま
る
。
そ
の
改
正
の
理
由
は
、

一
昨
慶

応
四
年
五
月
の
改
正
が
、
戊
辰
戦
争
の
最
中
で
あ

っ
た
た
め
、
ほ
ん
と
う
の
改

革
と
は
な
り
得
な
か

っ
た
の
で
、
次
第
に
宿

・
助
郷
の
負
担
の
苦
し
み
が
増
し

て
き
た
た
め

「差
向
駅
郷
救
助
之
タ
メ
当
分
別
紙
之
通
駅
法
相
定
人
足
遣
制
限
」

を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
前
改
正
の
失
敗
を
認
め
た
上
で
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「
当
分
」
と
期
間
を

一
応
限
定
し
て
の
再
改
正
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
太
政
官
布
告
を
う
け
て
、
民
部
省
か
ら
同
時
に

「
駅
逓
改
硴
　表
」
が
達

せ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
改
正
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
三
月
末
日
を
限
り
宿

・
助
郷

組
替
え
の
制
度
を
廃
止
し
、
四
月

一
日
よ

り
各
駅
定
立
人
足
百
人
、
駅
場
近
傍

の
対
々
に
定
助
郷
を
命
じ
る
こ
と
を
根
幹

と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
人
足
賃
銭

は
従
来
の
元
賃
銭
の
十
倍
を
十
二
倍
と
し

て
、

こ
の
う
ち
二
倍
の
増
し
分
は
駅
定
立
人
足
の
助
成
に
あ
て
る
と
し
た
。
ま

た
馬

に

つ
い
て
は
、
定
立
馬
は
な
く
賃
銭
も
定
賃
銭
を
廃
し
、
「相
対
賃
銭
」

と
し
て
公
用
継
立
は
宿
の
都
合
に
よ

り
人
足
か
ら
馬
に
振
替
え
る
こ
と
を
認
め

た
か
ら
、
公
用
継
立
も
定
賃
銭
に
よ

る
人
馬
継
立
か
ら
相
対
賃
銭
に
ょ
る
馬
継

立
に
変
え
る
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た

。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
措
置
は
次
の
宿
駅

制
度
廃
止
の
前
提
と
な
る

「相
対
継

立
会
社
」
設
立

の
前
駆
的
意
義
を
持

つ
も

の
で
あ

っ
た
。

駅
逓
改
正
表
で
は
、
こ
の
他
に
宿

・
助
郷
組
替
え
の
中
で
廃
止
し
た
問
屋
飛

脚
給
米
に
代
え
、
定
立
人
足
設
置
の
代
償
と
し
て
各
駅
諸
入
費
の
助
成
を
年
三

十
五
石
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
各
駅
の
取
締
り
に
は
地
方
の
官
員
を

常
駐
さ
せ
、
宿

・
助
郷
の
管
理
監
督

に
あ
た
ら
せ
る
等
の
措
置
が
と
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
措
置
は
、

い
ず
れ
も
輸
送
業
務
の
専
問
職
を
重
視
し
、
宿
駅
の
管
理

・
運
営
を
円
滑
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
輸
送
能
率
を
た
か
め
る
こ
と
を
ね
ら

っ

た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
措
置
を
通
し
て
、
宿
駅
の
管
理

・
監
督
の
責
任

を
、
宿
と
地
方
官
員
に
負
わ
せ
な
が

ら
、
駅
逓
司
が
こ
れ
を
把
握
す
る
行
政
組

織
を
構
築
し
ょ
う
と
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
措
置
に
よ

っ
て
宿

駅
制
度
上
の
障
害
を
緩
和
し
、
宿
駅
の
機

能
の
向
上
を
は
か

っ
た
が
、
し
か
し
、

い
か
に
行
政
上
の
努
力
を
し
て
も
、
宿

駅
制
度
自
体
宿

・
助
郷
の
賦
役
負
担

に
依
存
す
る
限
り
、
期
待
す
る
よ
う
な
成

果
は
、
容
易
に
は
た
さ
れ
る
も
の
で

は
な
か

っ
た
。

こ
こ
に
至

っ
て
新
政
府
は
、
宿

・
助
郷
の
賦
役
負
担

に
依
存
せ
ず
、
継
立
業

務
を
能
率
化
す
る
た
め
、
そ
の
民
間

へ
の
委
託

・
特
許
を
考
え
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
た
め
民
部

・
大
蔵
両
省
の
合
議
を
も

っ
て
、
三
年
五
月

「宿
駅
人
馬
相
対

継
立
会
社
」
設
立
の
方
針
が
決
定
し
た
。

こ
の
構
想
は
、
翌
四
年
五
月
に
は

「陸
運
会
社
規
則
案
」

へ
と
発
展
し
、
ま

ず
駅
逓
司
に
よ
り
東
海
道
各
駅
に
陸
運
会
社
設
立
が
勧
奨
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ

た
。
こ
う
し
て
、
四
年
末
か
ら
五
年
初
頭
に
か
け
、
東
海
道
各
駅
に
陸
運
会
社

が
設
立
さ
れ
、
同
五
年

一
月
十
日
を
も

っ
て
、
各
駅
伝
馬
所

・
助
郷
と
も
に
廃

止
さ
れ
た
。
ま
た
、
東
海
道
以
外
の
街
道
で
は
や
や
遅
れ
同
年
八
月
末
日
を
も

っ
て
伝
馬
所

・
助
郷
の
廃
止
を
み
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
駅
で
の
継
立
業
務

の

一
切
は
、
そ
の
各
駅
陸
運
会
社
に
委
嘱
さ
れ
、
公
私
用
と
も
に
相
対
継
立
と
な

っ
た
。
こ
う
し
て
、
江
戸
時
代
初
期
、
幕
藩
体
制
確
立
過
程
の
中
で
成
立
し
、

以
来
幾
多
の
変
遷
を
経
て
維
持
さ
れ
て
き
た
宿
駅
制
度
は
終
り
を
告
げ
、
陸
上

運
輸
は
新
し
い
局
面
を
迎
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。

註

(
1
)
山
本
弘
文

「維
新
期
の
街
道
と
輸
送
」

(
一
九
七
二

・
二

法
政
大
学
出
版
局
)。

(
2
)

「続
徳
川
実
紀
」
(
「
改
訂
増
補
国
史
大
系
」
五
二
巻

二
八
七
頁

)
慶
応
四
年

一
〇
月

二
八
日
の
条
。

「復
古
記
」
第

一
冊

(
一
五
頁
～
六
九
頁

)
慶
応
四
年

一
〇
月

一
九
日
～
二
六
日
の
条
参
照
。

(3
)
山
本
弘
文

「戊
辰
期

に
お
け
る
軍
事
輸

送
」

(「
日
本
近
世
交
通
史
研
究
」

一
九
七

九

・
一
二
吉
川
弘
文
館
所
収
)。

(
4
)
第
八
十

六

号

「言
路
壅
閉

ノ
弊
習

ヲ
去
リ
及

ヒ
諸
道
宿
駅
無
鑑
札
無
賃
銭
人
馬
伝

逓

ヲ
禁

ス
」

(
「法
令
全
書
」
明
治
元
年
)。

(
5
)
第
二
百
十
四

号

「宮
堂
上
諸
候
以
下

ノ
従
僕
等
諸
道
通
行
ノ
節
威
権
ヲ
振

ヒ
賄
賂

ヲ
貪

ル
等

ノ
宿

弊
ヲ
厳
督

ス
」
(右
同
)。

(
6
)
第
百

三
十
九

号

「御
親
征
中
宮
堂
上
領
知
村

々
ヲ
シ
テ
沿
道
宿
駅
ノ
助
郷

ヲ
勤

メ

シ
ム
」

(
右
同
)。

(
7
)
第

二
百
号

「海
内

一
同
助
郷

ヲ
勤

メ
シ
ム
」

(右
同
)。

(
8
)
第
三
百
七
十

八

号

「
助
郷

改
正
并
無
賃

人
馬
木
銭
米
代

ノ
休
泊

ヲ
禁

ス
」

(右
同
)。

(
9
)
第
四
百
三
十
五

号

「宮
堂
上
諸
官
員
其
外
宿
駅
通
行
并
人
馬
賃
銭
割
増

ヲ
定

ム
」

(右
同
)。

第
四
百
三
十
六
号

「
助
郷
組
立

二
付
宿

駅
附
属
村

々
ヲ
シ
テ
印
章

ヲ
請
ケ
シ
ム
」

(右
同
)。

第
四
百
三
十
七

号

「助
郷
改
正

ノ
際
官
名
ヲ
偽

リ
廻
村

ス
ル
者
ヲ
点
検

セ
シ
ム
」

(
右
同

)。

第
四
百
四
十
三

号

「宿
駅
通
行
及
人
馬
雇
賃
銭
宿
料

ヲ
定

メ
荷
物
貫
目
等

ヲ
改
定

ス
」
(
右
同
)。

(
10
)
第
百
八
十
五
号

「
駅
逓
規
則

ヲ
定
ム
」
(「
法
命
全
書
」
明
治
三
年
)

(
11
)

「
右
同
」

こ
れ
に
は

「
人
足
遣
制
限
表
」
(
二
月

太
政
官

)
、

「
駅
逓
改

正
表
」

へ二
月

民
部
省
)
、
「
諸
道
貫
目
改
所
定
則
」
(
二
月

駅
逓
司
)
、

「
郵
伝
規
則
」

(
二
月

駅
逓
司
)
が
、
附
属
し
て

い
る
。

(21)
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二

甲
州
道
中
甲
府
柳
町
大
助
郷

冖
件

1

宿

・
助
郷
間
の
負
担
格

差

前
章
で
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
、
慶
応
三
年
十
月
大
政
奉
還
以
後
、
翌
四
年

五
月
宿

・
助
郷
の
組
替
え
の
行
わ
れ

る
ま
で
の
間
は
、
旧
幕
時
代
以
来

の
宿
駅

制
度
が
、
助
郷
の
範
囲
を
広
げ
は
し
た
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
た
時
期
で

あ

っ
た
。
し
か
し
、
戊
辰
戦
争
遂
行

の
た
め
の
新
政
府
に
よ
る
軍
事
輸
送
は
、

宿

・
助
郷
に
過
大
な
賦
役
負
担
を
課
す
こ
と
と
な
り
、
宿

・
助
郷
間
を
は
じ
め

と
す
る
宿
駅
制
度
上
の
矛
盾
と
、
そ

れ
に
よ
る
対
立
が

一
段
と
激
化
さ
れ
て
い

っ
た
。

こ
の
戊
辰
戦
争
期
の
軍
事
輸
送
に

つ
い
て
は
、
山
本
弘
文
教
授
が

「戊
辰
期

の
軍
事
輸
送
と
助
郷
再
編
成
ー

宿
駅
制
終
末
期
の

一
研
究
i

」
と
題
す
る

　
　
　

論
文
中
で
、
黒
羽
兵
治
郎
教
授

の
整

理

・
編
集
さ
れ
た
『東
海
道
草
津
宿
史
料
』

(大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
刊
)
の
分
析
を
も
と
に
そ
の
実
態
に
つ

い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
論
文
で
は
、
慶
応
四
年
二
月
か
ら
明
治
二
年
五
月

頃
ま
で
に
つ
い
て
、
同
宿
に
休
泊
し

た
中
山
道
経
由
の
東
山
道
先
鋒
軍
を
対
象

に
、
同
宿
に
支
払
わ
れ
た
休
泊
賃
銭
を
計
算
し
、
当
時

の
物
価
と
比
較
し
な
が

ら
、
こ
の
休
泊
賃
銭
が
宿
駅
に
と

っ
て
採
算

の
合
う
も

の
で
あ

っ
た
か
否
か
を

検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

「宿
駅

に
と

っ
て
、
少
な
く
と
も
採
算
割
れ
と

い

う
よ
う
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
い
の
で
あ
る
」
と
、
休
泊
賃

銭
に
よ

っ
て
宿
駅
は
あ
る
程
度
潤

っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
継

立
賃
銭
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
休
泊
賃
銭
に
比
較
し
て
、
は
る
か
に
条
件
が
悪

る
か

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
し
て
、
継
立
人
馬
数
は
明
ら
か
に
で
き
な

い
が
、

そ
の
数
は
か
な
り
に
の
ぼ

っ
た
と
推
定
し
て
、
戊
辰
戦
争

の
軍
事
輸
送
の
重
庄

が
、
休
泊
賃
銭
で
潤

っ
た
宿
駅
よ
り
も
、
低
賃
銭
に
よ
る
継
立
人
馬
徴
発
を
強

い
ら
れ
た
助
郷
に
、

「よ
り
大
き
な
負
担
を
課
し
た
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
な

　　

　

い
」

と

結

論

づ

け

ら

れ

て

い
る
。

(22)



明治維新期における宿駅 制度の諸 問題(一)

す
な
は
ち
、
旧
幕
時
代
以
来
の
宿

駅
制
度
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
く
中

で
、
戊
辰
戦
争
の
軍
事
輸
送
の
重
圧

は
、
宿
駅
制
度
を
支
え
る
両
輪
と
も

い
う

べ
き
宿

・
助
郷
に
同
条
件
で
掛

っ
た

の
で
は
な
く
、
非
常
な
偏
り
を
も

っ
て
掛

り
・両
者
に
対
し
正
反
対
の
作
用
を
及
ぼ
し
た
と

い
え
る
。
し
た
が

っ
て
、
宿

・

助
郷
両
者
間
の
矛
盾
と
格
差
は
、
戊

辰
戦
争
の
軍
事
輸
送
の
重
圧
に
よ

っ
て

一

層
拡
大
さ
せ
ら
れ
、
宿
駅
制
度
の
崩

壊
を
促
進
す
る
こ
と
と
な

っ
た
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
。

そ
れ
な
ら
ば
、
戊
辰
戦
争
に
よ
る
宿

・
助
郷
間
の
矛
盾
と
格
差
の
拡
大
が
ど

の
よ
う
に
し
て
進
み
、
両
者
間
に
紛

争
が
起

っ
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
、
甲
州

道
中
甲
府
柳
町
で
の
宿

・
定
助
郷
対
犬
助
郷
間
の
紛
争
を
例
に
具
体
的
に
考
察

す
る
こ
と
に
し
た
い
。

2

幕
末
維
新
の
政
情
と
柳
町
駅

ま
ず
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
甲
府
を
中
心
と
し
た
甲
州
の
政
情
と
柳
町
宿
と

　ヨ

　

に
つ
い
て

「
山
梨
県
史
」
等
を
参
考

に
概
要
を
述

べ
る
こ
と
と
す
る
。

幕
末
の
甲
斐
国
四
郡

(山
梨

・
八
代

・
巨
摩

・
都
留
)
は
、
甲
府

.
石
和

.

市
川
の
三
代
官
所
支
配
地
と
三
卿
の
田
安

・
清
水
家
領
に
分
割
支
配
さ
れ
、
甲

府
は
城
代
が
お
か
れ
、
町
方
は
町
奉
行
の
支
配
下
に
あ

っ
た
。

こ
の

一
国
天
領

と
も

い
う
べ
き
甲
斐
国
に
と

っ
て
、
大

政
奉
還
以
後

の
激
し

い
政
情
の
変
化
は
、

そ
の
支
配
に
衡
撃
を
与
え
た
。
そ
の

こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
甲
府
城
代
の
交
代

か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
城
代
に
は
慶
応
三
年
九
月
以
降
小
田

原
藩
主
大
久
加
賀
守
が
任
じ
ら
れ
て

い
た
が
同
四
年

一
月
に
辞
任
す
る
と
、
後

任
の
真
田
信
濃
守

・
堀
田
相
模
守
は
辞
し
て
任
に
つ
か
ず
、
沼
津
藩
主
水
野
出

羽
守
が
よ
う
や
く
二
月
に
任
命
さ
れ
た
が
着
任
せ
ず
、そ
の
間
小
普
請
支
配

(旧

勤
番
頭
)
佐
藤
駿
河
守
が
城
代
の
事

を
代
行
し
て
い
た
。

新
政
府
は
、
戊
辰
戦
争
が
は
じ
ま

る
と
幕
府

・
徳
川
慶
喜
に
対
す
る
征
討
の

号
令
を
発
し
、
諸
大
名
の
去
就
を
決

し
さ
せ
、
武
力
制
圧
の
体
制
を
次
第
に
固

め
て
い
く
。
そ
の
過
程
で
幕
領

(天
領
)
を
朝
廷
御
料
と
す
る
旨
宣
言
し
た
。

そ
れ
は
、
慶
応
四
年
正
月
十
日

「農
商

へ
」
と
題
し
た
も
の
で
ギ
次
の
よ
う
な

　
る

　

内
容
で
あ

っ
た
。

「(前
略
)
是
迄
徳
川
支
配
イ
タ
シ
候
地
所
ヲ
、
天
領
ト
称
シ
居
候

ハ
言
語
同

断
之
儀

二
候
。
此
度
往
古

ノ
如
ク
、
総
テ

天
朝

ノ
御
科

二
復
シ
、
真

ノ

天

領

二
相
成
候
間
、
左
様
相
心
得

ヘ
ク
候
。

(後
略
)」

こ
れ
は
宣
言

の
み
で
あ

っ
て
、
実
際
的
支
配
を
意
味
し
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、東
征
軍
は

一
月
二
十
八
日
桑
名
城
を
収
め
、

次
第
に
軍
事
力
を
強
化
し
、
二
月
九
日
に
は
東
征
大
総
督
府
軍
を
編
成
し
、
京

都
を
進
発
さ
せ
る

一
方
、
二
月
二
十
日
に
は
東
海
道
先
鋒
総
督
は
名
古
屋
を
発

し
、
次
第
に
江
戸
制
圧

へ
の
体
制
を
固
め
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
東
海
道
先
鋒
総
督
は
桑
名
滞
陣
中
、
諸
藩
主
及
び
幕
領
代

官
等
を
召
請
し
て
「勤
王
請
書
」
の
提
出
を
う
な
が
し
た
た
め
、
諸
藩
主
、
代
官

は
先
を
争

っ
て
西
上
し
、請
書
を
提
出
し
朝
廷

へ
の
忠
誠
を
誓

っ
た
。甲
斐
国

で

は
、
二
月
十
七
日
東
海
道
先
鋒
総
督
柳
原
前
光

の
桑
名
陣
中
か
ら
の
召
請
を
う

け
て
、
甲
府
城
代
代
行
中
の
佐
藤
駿
河
守

・
甲
府
町
奉
行
若
菜
三
男
三
郎

.
甲

府
代
官
中
山
誠

一
郎
を
代
表
し
て
、
中
山
が
陣
中
に
出
向
き
、
請
書
を
奉
呈
し
、

3ー

そ
れ
ぞ
れ
従
来
通
り
の
支
配
を
続
け
な
が
ら
、
新
政
府

の
指
示
を
待

っ
こ
と
と

ω

し
て
帰
甲
し
た
。

甲
府
が
新
政
府
の
支
配
下
に
入
り
、
そ
の
支
配
権
黙が
次
第
に
甲
斐
国
全
域
に

及
ぶ
の
は
、
三
月
四
日
因

・
土
両
藩
兵
を
率

い
、
松
代

.
高
島
藩
兵
と
と
も
に

甲
府
入
り
し
た
中
山
道
先
鋒
監
軍
西
尾
遠
江
之
助
、
翌
五
日
の
東
山
道
総
督
参

謀
板
垣
退
助
の
甲
府
到
着
以
後
で
あ
る
。

こ
の
四
日
夜
か
ら
五
日
朝
に
か
け
、
佐
藤
駿
河
守
を
は
じ
め
と
す
る
甲
府
勤

番
士
の
多
く
は
甲
府
城
下
を
退
去
し
、
翌
六
日
甲
府
鎮
撫
と
称
し
て
甲
州
道
中

を
甲
府
に
向
う
近
藤
勇
の
率

い
る
新
選
組

・
会
津
藩
士
等
も
柏
尾
の
戦

い
に
敗

れ
、
甲
斐
国
で
の
東
征
軍

へ
の
反
抗
は
鎮
ま
り
、
甲
斐
国
の
支
配
は
新
政
府
の

手
に
移

っ
た
。
朝
廷
御
料
が
宣
言
さ
れ
た
約
二
か
月
後
で
あ

っ
た
。

こ
の
三
月
四
日
を
境
に
以
後
甲
斐

の
支
配
体
制
は
、
中
央
政
情
の
不
安
定
を

反
映
し
て
め
ま
ぐ
る
し
く
変
遷
す
る
。
三
月
十
二
日
に
は
、
東
海
道
総
督
府
参

謀
海
江
田
武
次
が
甲
府

に
入
り
、
東
海
道
副
総
督
柳
原
前
光
の
命
に
よ
り
国
事

代
理
と
な
り
、
二
十
三
日
は
柳
原
の
入
甲
と
な
る
。
し
か
し
柳
原
は
二
十
六
日
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に
は
江
戸
に
向
け
出
発
し
、
五
月
六
日
甲
斐
国
鎮
撫
総
務
決
裁
と
し
て
再
び
入

甲
す
る
。
そ
の
後
、
六
月

一
日
甲
府

鎮
撫
府
が
お
か
れ
、
柳
原
が
鎮
撫
使
に
な

る
が
、
十

一
月
五
日
、
鎮
撫
府
は
廃

さ
れ
甲
斐
府
が
お
か
れ
、
府
知
事
に
滋
野

井
公
寿
が
任
じ
ら
れ
、
同
月
十

一
日
着
任
、
柳
原
は
解
任
さ
れ
十
三
日
に
上
京

す
る
。
そ
し
て
、
翌
二
月
七
日
甲
斐
府
は
甲
府
県
と
改
め
ら
れ
、
三
年
五
月
田

安
領
百
三
か
村
を
合
併
し
て
甲
斐
国

全
域
が
甲
府
県
と
な
り
、
四
年
十

一
月
甲

府
県
が
山
梨
県
と
改
め
ら
れ
る
こ
と

と
な
る
。

以
上
の
よ
う
な
め
ま
ぐ
る
し
く
変

る
支
配
組
織
に
対
応
し
て
、
そ
の
下
部
機

構
や
甲
斐

国
内
部
の
他
の
支
配
機
構

も
変
遷
を
く
り
か
え
す
。

慶
応
四
年
三
月

五
日
の
東
山
道
先
鋒
軍
の
甲
府
入
り

以
降
、
甲
府
代
官
中
山
誠

一
郎
が
甲
府
町

奉
行
を
兼
帯
し
、
石
和
代
官
柴
田
桂

一
郎

・
市
川
代
官
増
田
安
兵
衛
も
新
政
府

の
下
で
そ
の
ま
ま
支
配
を
委
任
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
後
、
同
年
五
月
二
十
二
日

甲
府
町
奉
行
が
廃
さ
れ
、
町
差
配
名
倉
予
何
人
、
属
に
中
村
柳
三
郎
他
八
名
が

東
海
道
副
総
督
柳
原
前
光
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
。

こ
れ
に
続

い
て
同
年
八
月
二

日
、
府
県
藩
三
治
の
方
針
に
よ
り
天
料
を
知
県
事
支
配
に
改
め
る
鎮
台
府
の
命

令
が
出
さ
れ
、
幕
臣
で
あ

っ
た
中
山

・
柴
田

・
増
田
に
か
え
て
、
甲
府
知
県
事

赤
松
孫
太
郎

(浜
松
藩
士
)
・
石
和
知
県
事
石
田
守
人

(
小
島
藩
士
)
・
市
川
知

県
事
成
沢
勘
左
衛
門

(松
代
藩
士
)
が
任
命
さ
れ
た
。
こ
の
知
県
事
は
、
九
月

よ
り
鎮
将
府
支
配
と
な

っ
て
、
民
政
諸
事
件
は
鎮
将
府
会
計
局
の
指
示
を
う
け

る
こ
と
と
な

っ
た
。
先
の
甲
府
町
差
配

(局
)
は
、
十
月
よ
り
甲
府
鎮
撫
府
に

合
併
さ
れ
、
市
政
局
と
称
し
訴
訟
等

の
こ
と
は
こ
こ
で
取
扱

っ
た
。

こ
の
甲
斐
国
内
部
で
の
知
県
事
と
鎮
撫
使
に
よ
る
、
村
方
と
町
方
と
の
二
分

支
配
は
、
十

一
月
五
日
の
甲
斐
府
設
置
に
よ
り
そ
の
下
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
と

な

っ
た
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
知
県
事

の
支
配
し
て
い
た
旧
代
官
支
配
地
は
甲
斐

府
の
支
配
に
入
れ
ら
れ
、
旧
代
官
所
は
郡
政
局
と
し
て
甲
斐
府
内
に
位
置
付
け

ら
れ
、
知
県
事
は
郡
政
局
管
長
と
し

て
甲
斐
府

の
権
判
府
事
補
を
兼
任
す
る
こ

と
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
甲
府
町
方

の
支
配
に
あ
た

っ
た
市
政
局
は
そ
の
ま
ま

残
り
、
二
年
八
月
ま
で
続
い
た
。

甲
州
道
中

の
宿
駅
と
し
て
の
柳
町
は
、
道
中
奉
行
の
支
配
を
う
け
た
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
あ

っ
た
が
、
同
時
に
甲
府
の

一
町
と
し
て
、
直
接
政
治
支
配
を
う

け
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
享
保
九
年

(
一
七
二
四
)
柳
沢
家
の
大
和
郡
山
移
封

に
よ
る
甲
府
勤
番
設
置
後
は
、
勤
番
頭
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
が
、
元
治
元
年

(
一
八
六
四
)
三
月
勤
番
頭
の
甲
府
町
方
支
配
兼
務
が
解
か
れ
、
甲
府
町
奉
行

が
設
置
さ
れ
る
と
、
そ
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
。
町
奉
行
支
配
下
と
な

っ
た
後

も
、
最
終
的
に
は
勤
番
頭
の
決
を
仰
ぎ
、
城
代
が
お
か
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

城
代
の
最
終
決
定
を
仰

い
だ

こ
と
は

い
う
ま
で
も
な

い
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
慶
応
四
年
三
月
五
日
以
後
は
、
新
政
府
の
支
配
下
に
入

る
が
、
直
接
支
配
は
甲
府
町
奉
行
よ
り
甲
府
町
差
配
(局
)
・
市
政
局
へ
と
変

っ

た
。
こ
の
柳
町
駅
の
概
略
に
つ
い
て
、
明
治
四
年
同
駅
よ
り
提
出
さ
れ
た

「
駅

(5

)

(6

)

高
其
外
取
調
帳
」
を
中
心
に
、

「甲
斐
国
志
」
巻

一
提
要
部

柳
町
駅
、

「甲

　　

　

州
道
中
宿
村
大
概
帳
」
等
を
参
考
に
、
維
新
期
の
様
子
を
述
べ
る
と
次

の
よ
う

で
あ

っ
た
。

宿
高
は
な
く
、
明
治
四
年
当
時
南
北
四
丁
四
十
七
間
、
家
数
八
十
五
軒
、
人

口
五
百
六
十
五
人
。
継
立
は
、
東
京
方
面
石
和
宿
ま
で

一
里
十
九
丁
、
西
京
方

面
韮
崎
宿
ま
で
三
里
二
十
丁
余
、
駿
州
方
面
鰍
沢
ま
で
四
里
二
十
丁
の
間
で
あ

の

っ
た
。
公
用
継
立

の
た
め
の
宿
立
人
足
役
二
十
五
人
と
馬
役
二
十
五
疋

(但
し

ω

明
治
三
年
廃
止
)
を
負
担
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
補
助
す
る
助
郷
は
表
1
の
よ

う
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
定
助
郷
九
か
町
は
人
足
役
二
百
三
十
人
、
馬
役
百

(8

)

(
9
)

十
五
疋
を
負
担
し
、大
助
郷
町
三
十
九
か
町
は
人
足
役
五
百
三
人
を
負
担
し
た
。

こ
の
他
大
助
郷
十
六
か
村
は
、
石
高
約

一
万
八
百
余
石
中
役
引
約
千
二
百
余
石

を
除

い
た
約
九
千
五
百
余
石
を
も

っ
て
、
大

々
助
郷
二
十
九
か
村
は
、
石
高
約

二
万
石
を
も

っ
て
柳
町
か
ら
の
触
当
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
課
役
を
勤
め
た
。

こ
れ
ら
の
助
郷
町
村
は
、
江
戸
時
代
以
来
柳
町
に
附
属
し
助
郷
役
を
負
担
し

て
来
た
。
そ
し
て
、
特
に
大
助
郷
村
は
慶
応
四
年

の
宿

・
助
郷
の
組
替
え
の
中

で
、
甲
州
諸
村
の
多
く
が
東
海
道
各
駅
に
附
属
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
そ
の
ま
ま

柳
町
に
附
属
し
、
明
治
五
年

の
宿
駅
制
度
廃
止
の
時
期
と
迎
え
る
こ
と
と
な

っ

た
。
ま
た
休
泊
施
設
と
し
て
は
、
本
陣

・
脇
本
陣
各

一
軒
つ

つ
の
他
、
旅
籠
十

八
軒
が
明
治
四
年
当
時
あ

っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
柳
町
駅
で
の
継
立
業
務
を
め
ぐ

っ
て
、
宿

・

定
助
郷
町
対
大
助
郷
町
村
の
紛
争
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
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3

大
助
郷

一
件

こ
の
紛
争
は
、
慶
応
四
年
三
月
柳
町
駅
問
屋
場
に
諸
人
足
遣
払
見
届
け
の
た

め
、
惣
代
二

・
三
人
を
詰
合
せ
、
止
障
な
く
継
立
を
行
い
た

い
と
す
る
大
助
郷

三
十
二
か
町
の
申
入
れ
を
う
け
、
大
助
郷
十
六
か
村
が
、
同
趣
旨
の
許
可
を
甲

府
役
所

(代
官
所
)
に
求
め
た
こ
と

に
端
を
発
し
た
。
こ
の
願
書

(史
料
2
)

　
　
　

の
主
要
部
分
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「(前
略
)
諸
人
馬
遣
払
宿
方
并
定
助
町
役
人
取
計
而
己

二
付
、
私
共
村

々
外

大
助
町
三
拾
弐

ヶ
町
役
人
共

二
お
ゐ
て
何
分
安
心
難
相
成
、
且

ハ
人
足
相
勤

候
も
の
共
之
内
、
賃
銭
受
取
又
ハ
今
以
不
相
渡
義
も
有
之
、
不
平
之
仕
義

二

付
、
人
足
共
何
分
疑
惑
相
掛
居
、
兎
角
触
当
有
之
節
彼
是
申
成
、
私
共

二
お
ゐ

て
諭
方
骨
折
罷
在
、
就
而

ハ
大
助
三
拾
弐
ヶ
町
役
人
義
、
人
足
遣
払
見
届
と

し
て
両
人
宛
問
屋
場
詰
合
帳
面

見
届
、
無
御
差
支
御
荷
物
御
継
立
仕
度
旨

を
以
、
私
共
村

々
江
示
談
有
之
、

村
々
二
お
ゐ
て
も
猶
更
之
義

二
付
、
是
迄

之
姿

二
而
此
上
立
合
不
仕
候
而

ハ
、
人
足
共
弥
以
疑
惑
相
掛
、
萬

一
御
差
支

筋
出
来
候
而

ハ
何
共
奉
恐
入
候
間

(下
略
)」

こ
の
よ
う
に
、
大
助
郷
町
村
共
々

「人
馬
遣
払
」
に

つ
い
て
、
宿
と
定
助
郷

町
役
人
の
取
計
い
に
疑
念
を
持
ち
、
触
当
通
り
に
助
郷
役
を
勤
め
た
く
な

い
と

い
う
不
満
が
紛
争
の
根
源
と
な

っ
た
。
そ
れ
に
加
え
助
郷
人
足
賃
支
払

い
に
つ

い
て
、
時
に
よ
り
、
相
手
に
よ
り
差
異
が
あ
る
た
め
、
小
前
層
が
不
平
を
持
ち
、

触
当
が
あ

っ
て
も

こ
れ
を
理
由
に
助
郷
不
勤

の
言
動
が
あ
り
、
村
役
人
が
そ
の

説
得
に
苦
労
し
て
い
る
こ
と
に
直
接
的
な
原
因
が
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
小
前

層
に
よ
る
村
役
人
層
へ
の
突
上
げ
が
、
惣
代
を
た
て
て
の
問
屋
場
の
人
足
遣
払

状
況
調
査
要
求
と
し
て
、
出
願
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
と
同
時
に
、
も
う

一
つ
重
要

な
点
は
、
こ
の
出
願
は
、
大
助
郷
町
か
ら

の
要
請
に
端
を
発
し
、
大
助
郷
村

々
と
の
間
に
共
闘
態
勢
が
作
ら
れ
た
こ
と
で

あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
大
助
郷
村
々
十
六
か
村
の
結
束

を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ

れ
は
、
対
談
書

(史
料
3
)
に
見
る
よ
う

に
十
六
か
村
で
相
互
に
惣
代
の
問
屋
場
詰
合

の
諸
費
用
は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
派

生
が
予
測
さ
れ
る
訴
訟
費
用
の
割
合
出
銀
を
決
め
、
結
束
を
誓

い
あ

っ
た
。
そ

の
上
で
、
四
月
大
助
郷
三
十
九
か
町
と
の
間
で
対
談
書

(史
料
6
)
を
と
り
か

わ
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
問
屋
場
詰
合
で
発
見
し

た
不
正

の
事
実
を
踏
え
て
強
固
な
共
闘
関
係
維
持
を
取
極
め
て
い
る
。

「(前
略
)
此
上
何
様
差
縺
永
引
候
も
難
計
、
乍
併

一
件
御
調
中

二
候
共
、
寛

政
度
之
御
裁
許
之
通
無
滞
定
助
町
遣
払
之
上

ハ
、
大
助
郷
江
人
足
差
出
方
触

当
来
リ
候
節

ハ
、
多
少

二
不
抱
在
町

二
而
相
勤
可
申
、
其
節
急
触
当
可
有
之

も
難
計
、

一
件
中
之
義
相
互

二
無
不
実
意
睦
合
、
手
後
等
無
之
様
取
計
可
申

(下
略
)」

こ
れ
に
み
る
よ
う
に
、
正
規
の
触
当
の
あ

っ
た
折
に
は
、
多
少
に
か
か
わ
ら

ず

「在
町

二
而
相
勤
」
、
「相
互

二
無

不
実
意
睦
合
」
課
役
を

は
た
す

こ
と
を

確
認
し
て
い
る
。
甲
府
町
方
と
近
在
の
村

々
は
先
述
の
よ
う
に
町
奉
行
所
と
代

官
所
と
支
配
関
係
を
異
に
し
、
と
も
す
れ
ば
対
立
的
立
場
に
も
陥
り
や
す

い
。

し
か
し
、
そ
の
障
害
を
と
り
の
ぞ
か
せ
た
も
の
は
、
宿

・
助
郷
の
課
役
を
め
ぐ

る
利
害
関
係
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
甲
府
四
十
九
か
町
は
二
分
さ
れ
、

柳
町
と
定
助
郷
九
か
町
の
郭
内
十
か
町
と
、
郭
外
の
大
助
郷
三
十
九
か
町
と
の

対
立
と
な
り
、
こ
の
対
立
に
大
助
郷
十
六
か
村
が
加
わ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、宿

・

定
助
郷
町
と
大
助
郷
町
村
の
大
規
模
な
紛
争
に
発
展
し
て
い
っ
た
。

宿
及
び
定
助
町
役
入
の
助
郷
人
馬
触
当
が
信
用
で
き
な

い
と
す
る
こ
の
争

い

は
、
大
助
郷
側
の
問
屋
場
で
の
日
々
遣
払
等
の
調
査
を
断
ら
れ
て

一
頓
座
し
た

が

(
史
料
6
)、

先
の
よ
う
に
甲
府
役
所

へ
の
出
願
の
結
果
、
慶
応
四
年
四
月

一
日
よ
り
許
さ
れ
て
、
惣
代
が
問
屋
場
に
立
会
う

こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
立
会

い
に
よ

っ
て
、
今
迄
の
大
助
郷

へ
の
人
馬
触
当
に
つ
い
て
、
寛
政
元
年
道
中
奉

行
の
裁
許
を
無
視
し
て
過
当
の
触
当
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ

て
事
態
は
さ
ら
に
複
雑
化
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

「(前
略
)
当
月
朔
日
6

一
昨
三
日
迄
国
玉
村

・
西
青
沼
村

二
而
立
会
候
処
、

立
会
中

二
限
リ
更

二
触
当
無
之
、
就
而

ハ
是
迄
差
出
候
人
馬
之
分
為
突
合
、

且

ハ
人
馬
触
取
計
振
割
出
方
等
承
知
致
度
、
昨
四
日
私
共

一
同
右
役
場
江
罷

越
、

掛
合
可
申
と
存
候
折
柄
、
大
助
三
拾
弐

ヶ
町
江
人
足
三
拾
入
触
当
有
之

趣
、
同
町
之
内
役
人
共
6
為
知
も
有
之
候
間
、
猶
更
幸
之
義
と
存
、
夫
是
篤

と
掛
合
お
よ
び
候
処
、
問
屋
役
人
共
申
聞
候

ニ
ハ
、
定
助
七
ヶ
町

二
而
七
拾

(25丿
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人
之

人
足
遣
払
候
上

ハ
、
其
余
之

分
大
助
江
触
当
候
旨
申
之
(中
略
)
右
等
之

取
訐
触

二
而

ハ
(
人
馬
)
差
出
候
義
難
相
成
旨
役
場
江
断
、
一
同
帰
村
(下
略
)L

と
そ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
四
月

五
日
、
惣
代
七
名
か
ら
甲
府
役
所
宛
に
届

書

(史
料
4
)
を
提
出
し
て
い
る
。

い
ま
こ
こ
に
は
原
文
を
省
略
し
た
が
、
同

史
料
に
よ
る
と
こ
の
触
当
は
宿
側
に
よ
る

「勝
手
触
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
根
據
は
、
寛
政
元
年
道
中
奉
行
根
岸
肥
前
守
の
裁
許
で
あ

っ
た
。

こ
の
裁
許
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
寛
政
元
年
閏
六
月
十
九
日
付
請
書

(史

料
1
)
に
よ

っ
て
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
甲
府
柳
町
定
助
郷
七
か
町
が
、

「
近

年
格
別
通
行
相
増
、
多
分
之
人
馬
差
出
、
及
困
窮
候
間
、
大
助
郷
在
町
三
拾
弐

ケ
町
拾
六
ケ
村
も
定
助
同
様
相
勤
候
様
仕
度
」
と
出
願
し
た
の
に
対
し
、
享
保

年
中
の
明
細
帳
に

「七

ヶ
町
合
而
百
拾
五
疋
・人
足
弐
百
廿
九
人
御
伝
馬
役
」
ど

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に

「
平
日
之
継
立
、
大
助
郷
江
も
触
当
度
由

ハ

新
規
之
義
故
、
願
之
趣
無
御
取
上
」

と
し
て
下
さ
れ
た
裁
許
で
あ

っ
た
。

す
な
わ
ち
、
寛
政
元
年
の
道
中
奉

行
裁
許
に
よ
る
限
り
、
定
助
郷
町
の
負
担

す
べ
き
二
百
二
十
九
人
、
百
十
五
疋

の
人
馬
を
遣
払

っ
た
後
で
な
く
て
は
、
大

助
郷
町
村
に
人
馬
触
当
が
で
き
な

い
と
言
う
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
る
に
、
問

屋
場
で
は
定
助
町
負
担
は
七
十
人
と

い
い
、
そ
の
後

「私
共
供
々
問
屋
日
締
帳

披
見

い
た
し
候
処
、
馬
拾
七
疋

・
人
足
六
拾
壱
人
弐
分
遣
払

二
而
大
助
町
江
触

当
」

(史
料
7
)
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
四
年
四
月
四
日
の
問
屋
場
で
の
人
馬
遣
払

い
と
大
助
郷
町

へ
の
触
当
状

況
把
握
に
よ

っ
て
、
従
来
よ
り
大
助
郷
町
村
の
い
だ
い
て
い
た

「諸
人
馬
遣
払

宿
方
并
定
助
町
役
人
取
計
」
に
対
す

る
疑
惑
が
、
単
な
る
疑
惑
で
な
い
こ
と
が

実
証

さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
問
屋
側
の
態
度
に
対
し
、
大
助
郷
町
村
側
は
、
素
早
く
反
応
し
、

次

々
と
有
効
な
手
を
打

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
翌
五
日
甲
府
役
所

(甲

府
代
官
所
)
に
問
屋
の
不
正
に

つ
い
て
不
満

の
た
め
大
助
郷
の
人
馬
差
出
さ
な

い
旨

の
届

(史
料
4
)
を
出
し
た
の
に
続

い
て
、
さ
ら
に
届
出
後
差
控
え
て
い

た
が

「時
節
柄
何
時
人
馬
多
分
御
入
用
御
座
候
も
難
計
、
其
節
御
差
支
有
之
候

而

ハ
奉
恐
入
候
義

二
付
」

「
是
迄
私
共
村
々
6
差
出
候
人
馬
遣
払
方
、
諸
帳
面

見
届
」
け
、
助
郷
人
馬
を
勤
め
た
い
。
つ
い
て
は
、役
所
か
ら
宿
側
に
、
問
屋
場
関

係
諸
帳
面

の
大
助
郷
側
か
ら
の
調
査
を
認
め
る
よ
う

に
説
得
し
て
欲
し
い
と
、

願
い
出
て
い
る

(史
料
5
)。

そ
し
て
、
先
述
し
た
よ
う
に
大
助
郷
町
村
間
で
誓

約
を
結
び

(史
料
6
)、
大
助
郷
町
が
、
こ
の
件
で
甲
府
奉
行
に
宿
・定
助
町
を
相

手
取
り
訴
え
出
た
の
に
追
従
し
て

「
不
正
出
入
御
吟
味
奉

願
上
候

一
件

江
私

共
村
々
差
加
リ
、
御
吟
味
奉
請
度
」
と
、
甲
府
役
所
に
甲
府
町
奉
行
所

へ
の
訴

願
書
提
出
方
を
依
頼
し

(史
料
7
)
実
質
的
に
大
助
郷
町
と
の
共
闘

へ
と
持
込

ん
で
い
る
。

こ
の
甲
府
町
奉
行
所

へ
の
訴
願
は
、
吟
味
を
う
け
る
に
つ
い
て
は

「当
正
月
已

来
諸
人
馬
遣
払
日
締
帳
并
賃
銭
請
払
見
届
、
為
突
合
被
仰
付
、
已
来
之
規
則
相

立
候
様
仕
度
」
と
、
甲
府
役
所
に
対
す
る
と
同
様
の
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ

っ

た
。
こ
の
諸
帳
面
見
届
け
を
願
う
と
い
う
方
法
は
、
大
助
郷
町
村
側
に
と

っ
て

は
、
事
件
解
決
の
極
め
手
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も

つ
も
の
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
訴
願
が
出
さ
れ
吟
味
が
開
始
さ
れ
る
と
、
宿
側
か
ら
は

「日

延
猶
予
願
」
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
日
延
中
の
五
月
二
十
二
日
甲
府
町
奉
行
は
廃

止
さ
れ
、
甲
府
町
差
配
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
吟
味
は
中
断
し
て
し
ま

っ

の

た
。
こ
の
た
め
、
八
月
に
吟
味
促
進
の
願
書

(史
料
8
)
が
甲
府
役
所
を
経
て

ω

甲
府
町
方
差
配
役
所
に
提
出
さ
れ
た
。

こ
の
再
願
に
対
し
て
、
差
配
役
所
は
人

馬
遣
払
に
つ
い
て
は
、
役
所
で
厳
重
取
調
べ
る
か
ら
、
惣
代
は
帰
村
す
る
よ
う

命
じ
た

(史
料

9
)。

し
か
し
、

「当
春
中
相
勤
候
人
馬
賃
銭
、
問
屋
方

二
而

不
平
之
渡
方

二
有
之
前

書
諸
帳
面

(
人
馬
遣
払
帳

・
賃
銭
請
払
帳
等
)
未
タ

見
届
已
前

二
候
得

ハ
、
村

々
夫
銭
江
組
込
不
相
成
、
追

々
夫
銭
割
合
時
節

二
差

向
差
支
、
何
共
心
痛
」

(史
料
9
)
し
て
い
る
の
で
、
早

々
に
帳
面
見
届
け
を

沙
汰
し
て
欲
し

い
と
、
十
月
十
七
日
付
を
も

っ
て
、
吟
味
の
促
進
を
町
方
差
配

役
所
に
真
接
訴
え
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
再
願
も

「宿
詰
可
罷
有
」

(
史
料
10
)
と
の
み
で
吟
味
が
進

ま
な

い
ま
ま
に
、
十

一
月
五
日
甲
府
鎮
撫
府
が
廃
止
さ
れ
甲
斐
府
が
置
か
れ
、

十

一
日
に
は
滋
野
井
知
府
事
が
着
任
し
、
十
三
日
に
は
、
解
任
さ
れ
た
前
鎮
撫

使
柳
原
前
光
が
上
京
す
る
た
め
、
大
助
郷
町
村
は
も
と
よ
り
大
々
助
郷
村
々
も

人
足
が
触
当
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
人
馬
触
当
の
問
題
で
係
争
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
問
題
は
未
解
決
の
ま
ま
、
課
役
の
み
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
た
ま
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り
か
ね
、
大
助
郷
村
か
ら
は
翌
十
四
日
さ
ら
に
吟
味
促
進

の
た
め
甲
府
役
所
に

再

々
出
願
が
な
さ
れ
て
い
る

(史
料

10
)。

「(
前
略
)
私
共

二
お
ゐ
て
村
々
惣
代
と
し
て
罷
出
居
、
御
調
筋
無
之
候
間
、
兎

角
疑
惑
受
当
惑

(中
略
)
此
上
不
時
御
用
人
足
御
触
当
有
之
候
共
、
御
用
大

切
と
承
知
仕
居
候
得
共
、
小
前
共

二
お
ゐ
て
ハ
承
伏
不
仕

(中
略
)
右

一
件

御
取
調
無
之
候
而
ハ
、
惣
代
之
者
共
相
手
方
江
馴
合
引
摧
居
候
杯
疑
惑
受
、

何
共
嘆
ケ
敷
候

(下
略
)」

こ
の
文
面
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
小
前
層

の
下
か
ら
の
激
し

い
突
上
げ

に
あ

い
、
他
方
吟
味
が
進
ま
な

い
た
め
苦
し

い
立
場
に
立
た
せ
ら
れ
た
惣
代
の
心
情

が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
再
三
に
わ
た
る
出
願
に
も
吟
味
は
進
ま
ず
、
さ
ら
に
翌
二
年

三
月
ほ
ぼ
同
様
な
内
容
を
も

っ
て

「
何
卒
出
格
之
以
御
仁
恤
、
市
政
御
局
江
御

掛
合
越
被
成
下
置
候
様
」

(史
料
11

)
と
、
甲
府
役
所
に
出
願
し
て
い
る
。

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
取
調
べ
が
遅
滞

し
た
原
因
は
、
様
々
あ

っ
た
だ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
の
最
大
の
も
の
は
、
先
述
し
た
よ
う
な
維
新
期
の
政
治
的
混

乱
で
あ

っ
た
。
甲
斐
国
は

一
国
天
領

と
も
言
え
る
地
域
で
あ
り

、
し
か
も
江
戸

の
西
側
に
位
置
す
る
枢
要
な
地
で
あ

っ
た
だ
け
に
、
先
に
み
た
よ
う
に
東
征
軍

の
江
戸
進
撃
の
目
標
と
な
り
、
藩
領

と
は
ち
が

っ
て
新
政
府

の
政
治
的
動
き
の

直
接
的
影
響
下
に
あ

っ
た
。
こ
れ
が

こ
の
紛
争

に
も
大
き
な
影
を
お
と
し
て

い

た
。
こ
の
紛
争

の
当
初
か
ら

一
か
年

間
に
、
こ
の
取
調
べ
に
あ
た

っ
た
係
も
、

甲
府
町
奉
行

甲
府
町
方
差
配
役
所

甲
府
町
差
配
局

甲
府
市
政
局

へ
と
変
り
、
そ
の
上
部
の
支
配
者
は
、

(城
代
)

総
督
府
参
謀

鎮
撫

政
務
総
裁

鎮
撫
使

府
知
事

と
め
ま
ぐ
る
し
く
変

っ
た
。
こ
う
し
た
政

治
的
混
乱
の
他
に
も
原
因
が
あ

っ
た

と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
中
央
政
府
自
体
、

宿
駅
制
度
の
将
来
に
つ
い
て
、
こ
の
時
期
明
確
な
見
通
し
と
方
針
を

ま
だ
も

っ

て
い
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
先
述
の
よ
う
に
、
大
政
奉
還
後

問
も
な

い
慶
応
三
年
十
月
、
宿
駅
制
度
は

「是
迄
通
り
」
と
幕
府
よ
り
触
れ
さ

せ
て
以
来
、
同
四
年
五
月
、
宿

・
助

郷
の
組
替
え

へ
と
着
手
は
し
た
も
の
の
、

そ
の
布
告
の
不
徹
底
に
苦
慮
す
る
有

様
で
あ

っ
た
か
ら
、
各
地

に
生
じ
た
宿
駅

制
度
に
関
す
る
具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
地
方
官
が
容
易
に
処
理
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
状
況
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
柳
町
大
助
郷

一
件
に
つ
い

て
も
、

一
応
地
方
で
の
政
治
的
混
乱
が
収
ま
り
、
中
央
政
府
が
宿
駅
制
度
に

つ

い
て

一
層
明
確
な
姿
勢
を
打
ち
出
さ
な
く
て
は
、
市
政
局
と
し
て
も
容
易
に
結

論
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
取
調
べ
の
遅
れ
た
原
因
み
る
と
、
こ
の
再

々
出
願
の
行
わ
れ
た

明
治
二
年
三
月
は
、
地
方
政
治
が
安
定
を
得
て
、
中
央
で
の
宿
駅
制
度
に
関
す

る
積
極
姿
勢
が
打
出
さ
れ
た
時
期
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
前
年
閏
四
月

「
政
体

書
」
を
発
し
、
府

・
藩

・
県
に
よ
る
地
方
政
治
ば
、
同
年
十
月
行
政
官
布
告
に

よ
り

「
藩
治
職
制
」
を

発
し
諸
藩
政
の
中
央
集
権
的
統

一
を
図
り
、
二
年
二
月

五
日
に
は

「府
県
施
政
順
序
」
を
定
め
て
、
府
県
事
務
の
概
目
と
府
県
施
政
方

針
が
指
示
さ
れ
て
政
治
的
安
定
を
得
て
、
六
月
に
は
版
籍
奉
還
が
実
施
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
宿
駅
制
度
で
は
御
東
幸
の
た
め
の
人
馬
賃
銭
の
引
上

げ
人
馬
遣
高
の
改
訂
が
行
わ
れ
、
前
年
五
月
の
宿

・
助
郷
の
組
替
え
の
徹
底
を

(
11
)

は
か
る
た
め
、
再
度

「
改
正
仕
方
書
」
を
発
し
、
宿
駅
の
附
属
村

々
は

「御
用

　
ぜ

　

無
滞
相
勤
可
申
者
也
」
と
命
じ
、
助
郷
が
命
じ
ら
れ
て
も
㌔匙
重
役
等
に
な
る
村

勾

方
は
、
三
月
二
十
日
ま
で
に
上
申
す
る
よ
う
に
指
示
す
る
等
積
極
的
に
宿
駅
制

ω

度
実
施
の
姿
勢
を
打
出
し
て
い
た
。

大
助
郷
十
六
か
村
か
ら
再
三

・
再
四
に
わ
た

っ
て
出
さ
れ
た
取
調
べ
促
進
の

願
書
は
、
以
上
の
よ
う
な
情
勢
の
変
化
を
背
景
に
、
二
年
三
月
晦
日
市
政
局
が

関
係
者
双
方
を
呼
出
し
、
問
屋
側
に
諸
帳
面
突
合
せ
を
行
う
よ
う
命
じ
た
こ
と

に
よ

っ
て
功
を
奏
し
た
。
そ
の
結
果
、
三
月
四
日
市
政
局
内
で
、
双
方
立
会

い

の
上
諸
帳
面
の
突
合
せ
を
行
う
話
し
合

い
が

つ
い
て
、
紛
争
解
決
の
曙
光
が
見

え
は
じ
め
た

(史
料
12
)。

し
か
し
、
こ
の
諸
帳
面
突
合
せ
を
行
う
ま
で
も
な
く
、
す
で
に
昨
年
四
月
四

日
、
紛
争
の
発
端
と
な

っ
た
大
助
郷
町
へ
の
人
足
触
当
の
際
明
白
の
よ
う
に
、

触
当
方
法
が
寛
政
元
年
の
道
中
奉
行
の
裁
許
に
反
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ

っ
た
。
し
か
も
、
賃
銭
に

つ
い
て
は
、
継
宿
ま
で
の
里
数
を
も

っ
て

差
異
な
く
下
げ
渡
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
に
よ
り
、

時
に
よ

っ
て
様
々
に
差
異
が
あ

っ
た
。
例
え
ば
、
ま

っ
た
く
の
無
賃
の
場
合
が

あ
り
、
支
払
わ
れ
た
に
し
て
も
、
人
足

一
人
に

つ
き
石
和
駅
へ
の
継
立
で
は
百
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表1柳 町宿助郷一覧

町 名 人足役 馬 役 町 名 人足役 町 名 人足役 町 名 人足役 町 名 人足役

宿 柳 町 25人 25疋 大助郷町 金ノ手町 21人 愛 宕 町 22人 八 幡 町 4人 新青沼町 20人

定助郷 八 日 町 49 24.5 39か 町 上一条町 47 元紺屋町 4 袋 町 10 元 柳 町 24人

9か 町 山 田 町 38 19 503.5人 下 〃 32 元城屋町 20 白 木 町 9 新紺屋町 一

230人

115疋

三 日 町

魚 町

34

31

17

15.5
曜 鄂 和田平町

城 屋 町

31

14

広 庭 町

横 田 町

7

4

広 町

堅 町

19

2

細 工 町

大 工 町

一
一

穴 山 町 18 9 西一条町 35 元 緑 町 2 元連雀町 1 畳 町 一

上連雀町 17 8.5 緑 町 46 元穴山町 8 元三日町 15 工 町 一

下 〃 9 4.5 片 羽 町 23 久 保 町 13 上横沢町 7 鍛 治 町 一

堅近習町 14 7 西青沼町 32 手 子 町 2 下 〃 6 桶 屋 町 冖

横 〃 20 10 境 町 6.5 御 崎 町 2 相 川 町 15

村 名 石 高 村 名 石 高 村 名 石 高

大助郷村 東光寺村
石445
.570 大々助郷村 湯 村 209946 上三条村 536760

16か 村 板 垣村 1305.734 29か 村 大 下 条 村 789.025 下 〃 520.281

10836石 余 国 玉 村 870.731 20106石 余 中 〃 1236.904 布施 村 864.106

【薐78蒭 〕
朝 気村
東青沼村

464.249

309.110
石

(78.000役 引)

島 上 条 村

西 八 幡 村

1065.220

568.107

東花輪村

西 ク

905.240

833.864

蔵 田 村 145.850
石

篠 原 村 1032.875 大和田村 297.182

遠光寺村 1414.335 (1200.000役 引) 万 才 村 174.877 壱町畑村 609.193

上飯田村 1210.257 徳 行 村 513.660 藤 巻村 506.825

下 〃 541.518 玉 川 村 223..340 上河東村 833.556

高 畑 村 410.842 飯 喰 村 305.000 下河東村 1844;543

西青沼村 497.792 築地新居村 163.005 乙 黒 村 1203.001

上石田村 867.458 西 条 村 1379.756 町野田村 375.882

下 〃 426.475 西条新田村 295.689 成 島 村 1433.700

和 田 村 751.958 河 西 村 359.245 中楯 村 610.635

小 松 村 169.673 山 ノ 神 村 595.300

塩 部 村 1004.97.7

表II大 助郷村賃銭精算表

月 継 立 先 継立区分 継 立 数 単 価 賃 銭 宿 助 成 金 既 渡 賃 銭 未 渡 賃 銭

貫 文 貫 文 貫 文 貫 文 貫 文

1月 中 石 和 本 馬 41疋 568 23.404 4.678 一 18.722

2月 中 韮 崎 人 足 485人 692 337.476 67.492 242.500 27.480

〃 〃 本 馬 35疋 1.380 48.804 9.692 17.500 21.208

〃 鰍 沢 人 足 18人 887 16.030 3.206 10.800 2.024

〃 石 和 〃 234人 278 65.812 13.160 ・:11 ..

〃 〃 本 馬 31疋 568 17.641 6.511 6.200 4.930

3月 中 韮 崎 入 足 371人 692 258.151 51.630 185.500 21.022

〃 〃 本 馬 153疋 1.380 211.648 42.329 76.500 92.819

ク 鰍 沢 人 足 92人 887 81.936 16.384 55.200 10.348

〃 〃 本 馬 30疋 1.778 53.436 10.715 18.000 24.721

〃 石 和 人 足 304人 278 85.500 17.100 ・1:11 7.600

〃 ク 本 馬 115疋 568 85.466 17.090 30.000 38.372

4月 中 韮 崎 〃 45疋 1.380 62.248 9.960 22.500 29.784

〃 石 和 〃 20疋 568 15.412 3.079 5.400 6.926

3月5日 ～9日 〃 人 足306人 50.7 16.118 16.118

計 1810人
470疋

1379.082 273.026 777.700 327.945

註1.「 覚」(史料16)の 記載数 により記入 し,差 異 はそのままに した。

2.匚 コ 内は 「覚」記載の未渡賃銭合計 である。

(28)
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文
ま
た
は
二
百
文
、
馬

一
疋
に
つ
き
三
百
文
、
馬
を
買
入
れ
て
請
負
う
者
に
は

二
貫
文
あ
る
い
は
二
貫
百
文
と

い
う

差
異
が
あ
り
、
韮
崎
駅
へ
の
継
立
も
同
様

に
種
々
差
異
が
あ

っ
た

(史
料
15
)。

し
た
が

っ
て
、

こ
う
し
た
事
実
が
確
認
さ

れ
て
い
る
以
上
、
諸
帳
面
を
突
合

せ
て
、
数
的
な

つ
め
を
行
う
こ
と
は
必
要
で

あ

っ
た
に
し
て
も
、
事
実
確
認
の
た
め
に
は
そ
れ
は
必
要
な
く
、
紛
争
を
取
調

べ
た
結
果
に
つ
い
て
の
黒
白
は
明
白

で
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
、
双
方
に
示
談
に

よ

っ
て
解
決
を
は
か
ろ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま

っ
て
来
た
こ
と
は
容
易
に
想
像

が

つ
く
。
四
月
二
十
日
付

の
大
助
郷
村
惣
代
と
宿
役
人
連
名
に
よ
る
願
書

(史

料
13
)
は
、
そ
の
間
の
状
況
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

「(前
略
)
今
以
取
調
中
之
義

二
而
延
日
相
成
、
奉
恐
入
候
間
、
何
卒
格
別
之

以
御
慈
悲
、
来
廿
九
日
迄
御
日
延
御
猶
予
被
成
下
置
度

(下
略
)」

こ
う
し
て
、
大
助
郷
村
惣
代
に
よ
る
諸
帳
面
突
合
せ
の
進
む
中
で
、
惣
代
に

対
し
宿
役
人
か
ら
の
示
談
の
交
渉
が
行
わ
れ
、
大
助
郷
側
も
こ
れ
を
受
入
れ
、

示
談
し
た

い
か
ら

と
、
市
政
局

に
そ
の
許
可
を
求
め
て
伺
書

(史
料
14
)
を

提
出
し
た
。
そ
の
際
、
宿
側
は
紛
争

原
因
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
弁
解
し
、
解

決
方
法
を
示
し
て
い
る
。

(触
)

「(前
略
)
駅
役
人
共
6
寛
政
度
御

規
則

二
相
振
遣
払

い
た
し
候
義

ハ
、
宿
役

人
共
不
手
馴
義

二
而
取
計
候
段
不
念
之
趣
、
依
而

ハ
人
足
賃
銭
渡
方
不
平
之

義
も
急
速
取
調
、
已
来

ハ
規
則
相
立
候
様
可
取
計
旨
を
以
、
示
談

い
た
し
呉

候
様
再
三
掛
合
有
之

(下
略
)」

(
史
料
14
)

こ
れ
に
よ
る
と
、
寛
政
元
年
の
裁
許
状
に
反
し
た
触
当
は
、
宿
役
人
の
不
馴

れ
の
た
め
の
過
ち
で
意
識
的
に
や

っ
た
こ
と
で
な
い
か
ら
許
し
て
欲
し
い
。
賃

銭
の
渡
し
方
の
不
公
平
は
、
取
調
べ
て
善
処
す
る
。
今
後
は
こ
う
し
た
問
題
が

生
じ
な

い
よ
う
に
、
宿
と
大
助
郷
間
に
規
則
を
た
て
る
と
い
う
内
容
で
あ

っ
た
。

こ
の
三
条
件
を
大
助
郷
村
側
は
了
解
し
、
市
政
局
の
許
し
を
得
て
示
談
が
成

立
し
た
。
こ
の
結
果
、
表
丑
で
み
る
よ
う
に
慶
応
四
年
正
月
よ
り
四
月
ま
で
の

人
馬
賃
銭
に
つ
い
て
精
算

し
、
宿
側

よ

り
大
助
郷
村
側
に
未
渡
分
人
馬
賃
銭

と
し
て
約
三
百
二
十
八
貫
文
が
支
払

わ
れ

(史
料
16
)、
そ
れ
と
同
時
に
、
人
馬

触
当
に

つ
い
て
も
、
市
政
局
の
斡
旋

に
よ

っ
て
双
方
で
内
談
し
、
定
人
馬
に
つ

い
て
取
極
め
を
行

っ
て
、
定
助
町
へ
通
達
し
て
、
済

口
証
文
を
作
製
す

る
こ
と

で
話
し
あ

い
が

つ
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
済
口
証
文
は
容
易
に
作
製
に
い
た
ら
な

か

っ
た
。
こ
の
た
め
大
助
郷
側
か
ら
は
、
明
治
二
年
六
月
二
十
九
日
・
八
月
三
日

の
両
度
に
わ
た
り
、
市
政
局

へ
済
口
証
文
作
製
の
督
促
を
宿
側
に
し
て
欲
し
い

と
願
い
出
て
い
る
。
(史
料
17

・
娼
)。

「
(前
略
)
右
之
分

(賃
銭
)
ハ
残
ら
す
柳
町
6
私
共
受
取
、
就
而

ハ
触
当
人

　　
　

馬
之
義
ハ
御
利
解
二
基
、
駅
方
江
内
談
為
取
替
、
定
人
馬
取
極
候
得
共
、
一
応

右
之
趣
定
助
町
江
通
達
之
上
、
済
口
仕
度
段
申
聞
候
閤
、
定
助
大
助
之
間
柄
、

ハ　

　

後
日
意
論
有
之
候
而

ハ
御
継
立
御
差
支
と
存
差
扣
、
其
後
度
々
柳
町
宿
役
人

江
及
催
促
候
得
共
、
不
取
留
義
申
居
、
何
分
捗
取
方
不
相
成
、

(中
略
)
柳

町
駅
問
屋
并
宿
役
人
被
召
出
、
決
算
勘
定
相
済
候
上

ハ
兼
而
対
談
之
通
触
当

人
馬
差
出
方
取
極
、
済
口
証
文
奉
差
上
候
様
被
仰
付
被
成
下
置

(下
略
)」

(史
料
17
)

こ
れ
に
み
る
よ
う
に
、
大
助
郷
村
側
が

「定
助
大
助
之
間
柄
」
を
理
由
に
後

日
問
題

の
起
き
る
こ
と
を
懸
念
し
て
、
定
助
郷
町
に
通
達
し
て
済
口
証
文
を
作

製
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
に
対
し
、
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
宿
側
は
何

か
と
反
対
し
て
済
口
証
文
を
作
ろ
う
と
し
な
か

っ
た
。

こ
れ
は
、
最
終
的
に
ど
の
よ
う
な
結
末

に
い
た

っ
た
か
知
り
得
な

い
が
、
紛

争
は

一
応
終

っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
大
助
郷
町
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
紛
争
の
経
過
を
た
ど

っ
た
か
知
り
得
な

い
が
、
ほ
ぼ
同
様
な
解
決
に

至

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
そ
の
点
今
後
の
究
明
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
、
紛
争

の
経
緯
に

つ
い
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
二

・
三
の
問
題
に

つ
い
て
考
察
し
た

い
。

。

こ
の
紛
争
解
決
の
際
、
慶
応
四
年
正
月
よ
り
四
月
ま
で
の
間
を
限
り
、
賃
銭

を
清
算
し
た
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

こ
の
期
間
を
対
象
に
し
た
の
は
、

こ
の
期
間
中
大
助
郷
村

へ
の
人
馬
触
当
が
行
わ
れ
た
こ
と
と
、
こ
の
期
間
中
の

賃
銭
支
払
に
問
題
が
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
時
期
に
つ
い
て
み
る
と
そ
の
始
期
に
あ
た
る
同
年
正
月
は
、
戊
辰
戦
争
の

開
始

に
よ

っ
て
公
用
継
立
が
急
増
し
た
時
期
で
あ
り
、
終
期
に
あ
た
る
四
月
は
、

江
戸
開
城
か
ら

「政
体
書
」
が
発
せ
ら
れ
、
宿

・
助
郷
を

一
体
と
す
る
宿

・
助

郷
組
替
え
の
命
じ
ら
れ
た
時
期
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
紛
争
は
、

(29)



第24集研 究 紀 要

三
月
四

・
五
日
の
東
山
道
先
鋒
軍
の
甲
府
入
城
と
も
な
う
人
馬
触
当
を
直
接
契

機
と
し
て
起
り
、
同
様
の
人
馬
触
当

の
行
わ
れ
た
前
後
の
時
期

正
月
よ
り

四
月
ま
で
が
対
象
と
さ
れ
た
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
、
宿

・
助
郷
組

替
え
に
よ
る
宿

・
助
郷
の

一
体
化
に
よ

っ
て
、
旧
大
助
郷
村
が
柳
町
駅
に
附
属

し
、
共
同
し
て
継
立
の
課
役
を
勤
め
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

っ
た
か
ら
、
そ
の

時
期
以
降
は
、
こ
う
し
た
宿

・
助
郷
間
の
触
当
は
宿
側
か
ら
大
助
郷
側
に

一
方

的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
な
く
な

り
、
そ
れ
自
体
争

い
の
対
象
に
は
な
ら
な
く
な

っ
た

。
そ
の
た
め
、
四
月
以
降
は
清
算
の
対
象
か
ら
除

い
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

こ
の
期
間
に

つ
い
て
、
人
馬
賃
銭

の
清
算
が
行
わ
れ
た
わ
け
が
あ
る
が
、
そ

れ
は
表
H

・
皿
に
み
る
と
う
り
で
あ

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
月
別
に
継
立
人
馬

ご
と
に
賃
銭
を
集
計
し
、
そ
れ
か
ら
宿
助
成
金
と
渡
済
み
賃
銭
を
差
引
い
た
残

額
が
、
未
渡
し
賃
銭
で
あ
り
、

こ
の
分
が
宿
か
ら
大
助
郷
村

に
支
払
わ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
慶
応
四
年
正
月
か
ら
四
月
ま
で
の
四
か
月
間
に
、
大
助
郷

十
六
か
村
か
ら
徴
発
さ
れ
た
人
馬
は
、
三
月
を
頂
点
と
し
て
、
人
足
千
八
百
十

人
、
本
馬
四
百
七
十
疋
に
達
し
た
。

こ
の
人
馬
を
も

っ
て
甲
府
柳
町
か
ら
石
和

・
韮
崎
の
他
、
駿
州
往
還
に
あ

っ
て
富
士
川
舟
運
の
起
点
鰍
沢

へ
の
継
立
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
賃
銭
の
合
計
は
約
千

三
百
八
十
貫
文
と
な
り
、
宿
助
成
金
約
二

百
七
十
三
貫
文
、
既
渡
賃
銭
約
七
百

八
十
貫
文
、
未
渡
賃
銭
約
三
百
二
十
八
貫

文
程
で
あ

っ
た
。
こ
れ
を
大
助
郷
十
六
か
村
平
均
で
み
る
と
、
表
W
の
よ
う
に

一
村
あ
た
り
人
足
百
十
三
人
、
本
馬

二
十
九
疋
の
負
担
で
八
十
六
貫
文
余
の
賃

戯
と
な
り
、
役
亠口同
九
千
五
百
五
十
八
石
余
と
比
較
す
る
と
、
百
石
に

つ
き
人
足

　十
五

・
七
人
、
本
馬
四

・
九
疋
の
負
担
で
十
四
貫
二
百
余
文
の
賃
銭
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
数
値
に

つ
い
て
は
、
他

に
比
較
す
る
資
料
が
な

い
た
め
、
多
寡
を

う
ん
ぬ
ん
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
大
助
郷
村
に
人
馬
触
当
の
行
わ

れ
る
以
前
は
、
表
1
で
わ
か
る
よ
う

に
、
柳
町
宿
立
人
馬
役
二
十
五
人

・
二
十

五
疋
、
定
助
郷
町
人
馬
役
二
百
三
十

人

・
百
十
五
疋
、
大
助
郷
町
人
足
役
五
百

三
人
半
が
触
当
て
ら
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な

い
は
ず

で
あ
る
。
そ
の
後
は
じ

め
て
大
助
郷
村
に
触
当
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
宿
以
下
人
馬
役
七
百
五
十

八
人
半

・
百
四
十
疋
が
遣
払
わ
れ
た
上
で
大
助
郷
村
分
が
加
算
さ
れ
る
か
ら
、

総
数
は
相
当
多
数
と
な
る
。
し
た
が

っ
て
戊
辰
戦
争
の
開
始
後
、

い
か
に
人
馬

継
立
が
激
増
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
度
々
大
助
郷
村

へ
の
触
当
が
行
わ
れ
れ
ば
、

宿

の
人
馬
遣
払
に
つ
い
て
宿

・
定
助
町
役
人
の
取
計

い
に
安
心
で
き
ず
、
疑
念

が
生
じ
る
の
は
当
然
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
表
皿
に
よ

っ
て
、
さ
ら
に
宿
と
大
助
郷
村
と
の
関
係
を
通
し
て
、
宿
駅

制
度

の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。
こ
の
表
皿
は
、
大
助
郷
村
の
賃
銭
に

つ
い
て
作

っ
た
表
H
を
項
目
別
に
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、

大
助
郷
十
六
か
村

に
渡
す

べ
き
賃
銭
は
、
人
足
賃
銭
約
八
百
六
十

一
貫
文
、
本

馬
賃
銭
五
百
十
八
貫
文
、
計
千
三
百
七
十
九
貫
文
余
で
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
大

助
郷
村
側
が
賃
銭
に
つ
い
て
問
題
と
す
る
以
前
、
賃
銭
と
し
て
支
払
わ
れ
た
分

は
、
人
足
賃
銭
六
百

一
貫
文
余
、
本
馬
賃
銭
百
七
十
六
貫
文
余
で
あ

っ
て
、
合

計
七
百
七
十
七
貫
文
余
に
過
ぎ
な

い
。
こ
れ
を
大
助
郷
十
六
か
村
に
渡
す
べ
き

賃
銭

の
総
額
と
比
較
す
る
と
、
人
足
賃
銭
は
約
七
十
%
、
本
馬
賃
銭
は
、
僅
か

三
十
四
%
に
す
ぎ
ず
、
合
計
で
も
五
十
六
%
し
か
渡
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
な

る
。
す
な
わ
ち
、
も
し
、
こ
の
賃
銭
問
題
に
つ
い
て
大
助
郷
村
側
が
宿
側
を
追

0ー

求
し
な
か

っ
た
と
す
る
と
、
ま
た
市
政
局
が
、
諸
帳
面
突
合
せ
を
宿
側
に
命
じ

ω

な
か

っ
た
と
す
る
と
、
大
助
郷
側
が
当
然
受
取
る
べ
き
賃
銭
の
約
半
額
が
宿
側

の
利
益
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
と
り
わ
け
本
馬
賃
銭
は
、
そ
の
三
分

の
二
が
宿
側
の
手
中
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。

い
ま
、
史
料
が
不
充
分
の
た
め
、
宿
側
が
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も

っ
て
寛
政

元
年
の
道
中
奉
行
裁
許
を
無
視
し
た
の
か
、
ま
た
、
定
助
等
の
人
馬
遣
払

い
が

ど
の
程
度
で
大
助
郷
に
人
馬
触
当
を
行

っ
た
の
か
、
こ
れ
ら
未
渡
賃
銭
は
、
そ

の
ま
ま
渡
さ
な

い
積
り
で
あ

っ
た
か
な
ど
不
明
の
点
が
多

い
。
し
か
し
、
紛
争

の
経
緯
を
み
る
限
り
、
大
助
郷
側
の
厳
し
い
追
求
を
う
け
、
そ
れ
を
逃
れ
得
ず

止
む
な
く
清
算
し
た
感
を
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
て
み
れ
ば
、
宿

側
と
し
て
は
、
継
立
の
激
増
に
よ

っ
て
切
迫
す
る
定
助
町
を
含
む
宿
財
政
危
機

'

を
切
り
抜
け
る
手
段
と
し
て
、
宿

・
定
助
町
の
人
馬
遣
払

い
を
少
く
し
て
、
大

助
郷
村

へ
の
人
馬
触
当
を
増
し
、
自
己
負
担
の
軽
減
を
計

っ
た
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
章
の
当
初

に
述
べ
た
が
、
山
本
弘
文
教
授
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
戊
辰
・



明治維新期 における宿駅制度の諸問題(一)

表皿 大助郷賃銭集計表

人馬別 継立数 賃 銭 宿 助 成 既渡賃銭 未渡賃銭

人 足

本 馬

計

1810人

.470疋

貫 文

861.023

518.059

1379.082

貫 文

168.972

104.054

273.026

貫 文

601.600

176.100

777.700

貫 文

90.440

237.482

327.922

,

註1.「 覚」(史 料16)の 記載数 によ り項 目別 に集計 したた

め 横 の集計 に一致 しない。

表V大 助郷村継立人馬表

誌 1月 2月 3月 4月 計

石 和
敏

234人

⑳疋

610人

⑯ 疋

一

⑳疋

844人

⑰ 疋

鰍 沢
一

冖
18人 92人

⑳ 疋

110人

⑳ 疋

韮 崎 　
485人

⑮疋

371人

⑰ 疋

　

⑮疋

856人

@)疋

計
⑪疋

737人

⑰疋

1073人

⑧ 疋 ⑮ 疋

1810人

⑰ 疋

期
の
交
通
運
輸
量
の
激
増
が
、
休
泊
賃
銭
に
よ
り
潤
う
宿
駅
と
、
低
額
な
継
立

賃
銭
に
よ
り
重

い
負
担
に
苦
し
む
助
郷
と
の
負
担
格
差
が
拡
大
す
る
事
実
と
、

柳
町
駅
の
例
に
み
る
宿
側
の
大
助
郷
側

へ
の
搾
取
と
も

い
え
る
行
為
と
を
結
び

つ
け
て
考
え
て
み
る
と
、
宿

・
助
郷

間
の
矛
盾

・
対
立
は
想
像
以
上
に
深
刻
で

あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
柳
町

の
場
合
、
宿
助
成
の
名
目
を
も

っ
て
、
継

立
賃
銭
の
二
十

%
が
宿
の
収
入
な
る

こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
こ
の
時
期
の

交
通
運
輸
量
の
激
増
は
、
・宿
駅
の
収
益
を
単
に
休
泊
賃
銭
の
み
で
な
く
、
二
重

・
三
重
に
も
増

大
さ
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
し
て
や
、
大
助
郷
村
の
未
渡
し

賃
銭
も
渡
た
さ
な
か

っ
た
と
し
た
ら
、
宿
駅
は

一
段
と
収
益
を
増
し
た
に
ち
が

い
な

い
。

こ
の
よ
う
な
宿
側
の
大
助
郷
側

へ
の
搾
取
と
も
よ
べ
る
よ
う
な
賦
役
負
担
の

転
嫁
に
対
し
、
大
助
郷
側
が
適
切
な
蒔
期
を
把
え
て
の
粘
り
強

い
抵
抗
が
効
を

奏
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
み
た
と
お

り

で
あ
る
。
表
V
は
、
こ
の
期

の
甲
州

道
中
の
動
き
を
鮮
明
に
映
し
出
し
て

い
る
。
こ
れ
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
慶

応
四
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
、
甲
府
柳
町
駅
か
ら
の
継
立
人
馬
は
、
継
立
方

 向
を
西
か
東
ー

韮
崎
か
ら
石
和

へ
と
変
え
て

い
る
。
そ
れ
は
、
戊
辰
戦
争
開

註1.一 般数字 は人足数 であ る。

2.○ 内数字 は本馬数で あ る。

大助郷村賃銭比較表

 

表

人馬別 継立数 賃 銭 宿助成 既渡賃銭 未渡賃銭

一 村

平 均

人 足

本 馬

計

94人

29.4疋

貫 文

52.802

32.378

86.192

貫 文

10.560

6.503

16.063

貫 文

37.600

11.006

48。606

貫 文

4.645

14.842

19.487

100石

平 均

人 足

本 馬

計

15.7人

4.9疋

一

..

5.420

14.259

1.767

1....

2.856

6.294

1.842

8.126

0.777

2.484

3.262

 

・始

・
徳
川
慶
喜
の
東
帰

・
東
征
軍
の
江
戸
進
撃
と
い
っ
た
軍
事

・
政
治
上
の
動

.き
に
対
応
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
中

心
と
な
る
も
の
は
、
同
年
三
月
四
日

に
は
じ
ま
る
東
山
道
先
鋒
軍

・
東
海
道
総
督
軍
を
は
じ
め
と
す
る
諸
藩
の
甲
府

、
入
城
で
あ

っ
た
こ
と
は
度
々
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
期
を
と
ら
え
、
大
助

郷
側
の
宿
側
へ
の
追
求
が
は
じ
ま

っ
た
の
は
、
東
山
道
先
鋒
軍

の
甲
府
入
城
と
、

勤
番
頭
を
は
じ
め
と
す
る
勤
番
士
の
退
去
と
い
う
、
新
旧
政
治
勢
力
の
交
代
に

よ

っ
て
生
じ
た
政
治
的
統
制
の
弛
緩
を
、
巧
み
に
利
用
し
た
た
め
に
他
な
ら
な

い
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
政
情
の
変
化
に
深

い
関
連
を
持
ち
な
が
ら
、
紛
争
解

決

へ
と
進
ん
で
い
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
紛
争
の
起

っ
た
時
期
は
、
明
治
期
で
は
あ
り
な
が
ら
、
宿
駅
制
度
上
は

そ
の
終
末
期
で
あ
り
、
従
来

の
宿
駅
制
度
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
、
従
来
の
宿

駅
制
度
内
部
に
集
積
さ
れ
て
き
た
も
の
が

一
気
に
爆
発
し
た
時
期
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
、
争
点
の

一
つ
が
旧
幕
道
中
奉
行

の
裁
許
の
運
用
で
あ

っ
た
こ
と
で
わ

か
る
よ
う
に
、
こ
の
紛
争
は
過
渡
的
時
期
の
問
題
と
し
て
、
極
め
て
象
徴
的
で

あ

っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

(31)
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要紀

 

究研

註

(
1
)

「
日
本
近
世
交
通
史
研
究
」
(
一
九
七
九

・
=

一吉
川
弘
文
館
)
所
収
。

(
2
)
同
論
文
中

『
一
戊
辰
戦
争
と
軍
事
輸
送
』

(
二
四
八
～
二
五
六
頁
)
参
照
。

(
3
)

「山
梨
県
史
」
第

一
巻
政
治
部
県
治
、
制
度
部
職
制
参
照
。

(
4
)
第
三
十

一
号

「徳
川
慶
喜

ヲ
征
シ
旧
幕
領
地

ヲ
直
隷
ト
為

ス
ノ
令

ヲ
農
商

二
布

ク
」

(
「法
令
全
書
」

明
治
元
年

)。

(
5
)

「甲
州
文
庫
史
料
第
五
巻
交
通
運
輸
篇
」

(
一
九
七

六

・
一
二
山
梨
県
立
図
書
館

五
八
頁
～
六
六
頁
)。
原
史
料

山
梨
県
立
図
書
館
所
蔵

「
甲
府
柳
町
駅
駅
高
其
外

取
調
帳
」

(甲
〇

一
九

六

・
八
-

一
一
八

)。

(
6
)

「甲
斐
国
志
」
巻

一
提
要
部
柳
町
駅

(「
甲
斐
叢
書

十
」

二

一
頁
)。

(
7
)

「甲
斐
道
中
宿
村
大
概
帳
」
(
「
近
世
交
通
史
料
集

六
」

一
九
七
二

二
二

吉
川

弘
文
館

八
五
六
頁
～
八
七
五
頁

)。

(
8
)
定
助
町
は
当
初
七
か
町
で
あ

っ
た
が
、
そ

の
後

連
雀
町
が
上

・
下
二
町
に
分
れ
、

近
習
町
が
堅

・
横
町
に
分
れ

て
九
か
町

に
な

っ
た
。

こ
れ
ら
七
か
町
は
郭
内
あ
る

い
は
土
手
内
七
か
町

(九
か
町
)
と
よ
ば
れ
、
郭
外
三
十
九
か
町
と
対
称

さ
れ
た
。

(
9
)
大
助
郷
町
は
、
郭
外
の
三
十
九
か
町
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
職
人
町
七
か
町
は

役
引
の
た
め

一般

に
は
、大
助
郷
三
十
二
か
町
と
よ
ば
れ
た
。
職

人
町
名
は
表
-
参
照
。

(
10
)

「甲
州
文
庫
史
料
第
五
巻
交
通
運
輸
篇
」

(
一
九
七
六

・
一
二

山
梨
県
立
図
書

館
三
三
頁
～
五
五
頁
)
一

甲
府
柳
町
宿
書
上
并
伝
馬
助
郷
証
文
九

自
慶
応
四
年

至
明
治
二
年
柳
町
大
助
郷

一
件
書
類

。
原
史
料

山
梨
県
立
図
書
館
所
蔵

「山
梨
巨

摩
両
郡
拾

六
か
村
大
助
郷

一
件
書
類
し

(甲
〇
九

六

・
八
-
七

一
)。
こ
の

一
件
書

類
は
次
の
よ
う
な

一
八
通
か
ら
な
る
。
便
宜
上
史
料
1
よ
り
18
ま
で
仮
番
を
付
し

た
。史

料
1

寛
政
元
年
六
月
十
九
日

「差
上
申

一
札
之
事
」
道
中
奉

行
裁
許

に
対

す
る
定
助
郷

・
大

助
郷
町
村
惣
代
請
書
。

〃

2

慶
応
四
年
三
月

「乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
大
助
郷
十
六
か
村
か
ら

甲
府
代
官
所

へ
の
願
書
。

〃

3

同
三
月

「
対
談
書
之
事
」
大
助
郷
十
六
か
村

に
よ
る
対
談
議
定
。

〃

4

同
四
月
五
日

「乍
恐
以
書
付
御
届
奉
申
上
候
」
大
助
郷
十
六
か
村
惣

助
郷
不
勤

の
旨
甲
府
代
官
所

へ
届
。

〃

5

同
四
月

「乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
大
助
郷
十
六
か
村
惣
代
よ
り
諸

帳
面
見
届
に
付
甲
府
代
官
所

へ
願
書
。

〃

6

同
四
月

「為
取
替
対
談
書
」
大
助
郷
町
と
村
と
の
共
闘

に
つ
い
て
の

対
談
議
定
。

〃

7

同
四
月

「乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
大
助
郷
惣
代
よ
り
甲
府
町
奉
行

へ
諸
帳
面
見
届
願
書
。

"

8

同
八
月

「
右
同
」
大
助
郷
十
六
か
村
よ
り
町
方
差
配
役
所

へ
再
願
。

〃

9

同
十
月
十
七
日

「右
同
」
大
助
郷
十
六
か
村
惣
代
よ
り
町
方
役
所

へ

再

々
願
。

"

10

同
十

一
月
十
四
日

「右
同
」
大
助
郷
十
六
か
村
惣
代
よ
り
甲
府
代
官

所

へ
差
配
役
所

へ
の
再
願
督
促
。

"

11

明
治
二
年

三
月

「
右
同
」
大
助
郷
十

六
か
村
惣
代
よ
り
甲
府
代
官
所

へ
市
政
局

へ
の
再
願
督
促
。

"

12

同
四
月
朔
日

「右
同
」
大
助
郷
十
六
か
村
惣
代
よ
り
甲
府
代
官
所

へ

諸
帳
面
突
合

せ
に
付

届
。

〃

13

同
四
月
廿
日

「右
同
」
大
助
郷
十
六
か
村
惣
代
よ
り
市
政
局

へ
諸
帳

面
突
合

せ
日
延
届
。

〃

14

同
四
月

「
乍
恐
以
書
付
御
窺
奉
申
上
候
」
大
助
郷
十
六
か
村
惣
代

よ

り
市
政
局

へ
示
談

に
付
伺
。

〃

15

同
五
月

二
日

「乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
」
大
助
郷
十
六
か
村
惣
代
よ

り
市
政
局

へ
問
合

せ
に
答
。

〃

16

同
五
月

「覚
」
柳
町
宿
役
人
惣

代

・
大
助
郷
十

六
か
村
惣
代

よ
り
市

政
局

へ
諸
帳
面
突
合

せ
結
果
報
告
。

〃

17

同
六
月
廿
九
日

「乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
大
助
郷
村
惣
代
よ
り
市

政
局

へ
済

口
証
文
取
為

替
促
進
願
。

〃

18

同

八
月
三
日

「右
同
」
大

助
郷
十
六
か
村
及
惣
代
よ
り
市
政
局

へ
済

口
証
文
取
為

替
促
進
願
。

(
11
)
第
二
百
四
十
三
号

「宿

々
改
正
仕
法
書
」

(
「法
令
全
書
」
明
治
二
年

)

(
12
)
第
二
百
四
十
四
号

「宿
助
郷
組
替
方

ヲ
命

ス
」

(右
同
)。

(
13
)
第
三
百
四
十
六
号

「各
道
助
郷
組
替

二
付
従
来

助
郷

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
録
上
セ
シ

ム
」

(右
同
)。

(32)


